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すべての活動は、災害時の情報のために 

 
特定非営利活動法人 

ＮＰＯ愛知ネット 活動記録 ２０１０ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N P O 愛知ネットは、ホームぺージでボランティアヘ呼びかけるとともに、   
被災状況など必要な情報を逐次流してきました。   
そこで痛感したのは、日ごろからの人と人の「つながり」と、   
いざとなったときの「情報システム」の構築の必要性。   
「防災・災害救援」、「社会教育」、「市民活動支援」、「まちづくり」の４つからなる活動は、   
被災地で N P O 愛知ネットが活動した時の「教訓」が生きています。   

すべての活動は、 

  

災害時の 

  

情報のために 。 
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■ 防災・災害救援 
Active in disaster & Preparedness  

 

災害時には、被災地内外を問わずボランティアに関する支

援活動を行います。支援に必要なひとの確保や手配を行い、

地元のボランティアと連携してコーディネートを行います。また

安否確認システムの普及を行います。 

 

 

 

                   

 

 

「災害時におけるボランティア体験ト」 

被災地での情報発信及び、被災地域外での情報支援 

活動地域防災訓練の企画と実施 

｢あんぴメール｣による安否確認システム構築 

 

■まちづくり 
Town planning 

 

災害時には日ごろからのつきあいやネットワークの力

が役立ちます。それを充実させ活性化させていくことはま

さに｢防災の活動｣といえます。ＮＰＯ愛知ネットでは、各

種イベントの企画実行を通して日ごろからの｢地域力向

上｣に貢献しています。 

「三者通訳キット」 

外国人のための生活情報支援．医療通訳、 

行政通訳実施 
 

■ 市民活動支援 
NPO support 

 

ボランティア活動団体、市民団体、ＮＰＯで活動しているみ

なさんが活動しやすい環境づくりを目指して、インターネット

環境はもとより、｢わくわくセンター｣「刈谷市民ボランティア

活動支援センター」を運営し、情報と市民活動支援の新しいあ

り方を提案しています。 

「車座集会」 

｢安城市民活動センター｣｢刈谷市民ボランティア活動

支援センター｣「大府市民活動センター」「豊橋市民セ

ンター・オレンジプラザ」の運営 

市民団体情報化のための支援活動 

 

■社会教育 
Social education 

 

NPO愛知ネットは、愛知県青年の家が公の施設であることを

認識し、公平・公正な運営を厳守し、全ての県民が、あらゆる

機会、あらゆる場所を利用して、自ら実生活に即した教養を高

められるように、愛知県青年の家として環境を整えた社会教育

の場を提供します。同時に、当該施設を社会教育拠点と位置

づけ、地域の教育機関関連機関等と連携しながら、「青少年の

『創造力』『生きる力』『和（役立ち合い）の精神』の教養・向上に

寄与し、より良い社会人への成長を促す」社会教育施設を目

指します。 愛知県「青年の家｣の運営 （岡崎市） 
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■防災・災害救援 
ACTIVE IN DISASTER & PREPAREDNESS 

 

NPO 愛知ネットに対する地域からの防災活動に関するニーズが以前にも増して多くなる中で、これまで行っ

てきた各種の啓発・訓練、情報伝送に関する各種実証実験を統合し、地域に根ざす実効性のある事業を実

施しました。具体的には防災会議や啓発イベント、防災コミュニティ支援事業、自主防災活動高度化モデル

事業、情報伝送に関する実証実験や安否確認システムの普及のための活動がそれにあたります。 
 

●防災活動 

 ■．啓蒙・啓発事業 

Ⅰ．実施概要 

    １．県・市町村並びに、各団体・組織が主催する訓練・会議・委員会などに参画する。そして情報交換、意

見交換を行いながら、地域防災力の向上に寄与する。 

 

Ⅱ．目標・計画と実績 

   １.目標：防災訓練、会議・委員会に参画し、他団体や地域とのネットワークを広げ、災害時の支援体制を強

化する事を目標とする。 

  ●従業員の人数 

   ７名(天野、大野、寺田、岡坂、南里、伊藤、河合) 

  ●受益対象者の範囲および人数 

   愛知県民 740 万人 

 

Ⅲ．実施したイベント 

１１１１．平成．平成．平成．平成 22222222 年度防災のための愛知県ボランティ年度防災のための愛知県ボランティ年度防災のための愛知県ボランティ年度防災のための愛知県ボランティア連絡会ア連絡会ア連絡会ア連絡会    

 場 所：愛知県東大手庁舎 3 階 309 会議室 

     愛知県東大手庁舎 1 階 C 会議室 

 参加者：日本赤十字社愛知県支部 

     社会福祉法人 愛知県社会福祉協議会 

     日本ボーイスカウト愛知連盟 

     社団法人 ガールスカウト日本連盟愛知県支部 

     財団法人 愛知県国際交流協会 

     特定非営利活動法人レスキューストックヤード 

社団法人日本アマチュア無線連盟愛知県支部 

トヨタグループ災害ボランティアネット 

愛知県共同募金会 

 担当者：小笠原、南里 

 内 容：「愛知・名古屋 防災＆ボランティアフォーラム

2011」、平成 22 年度愛知県・一宮市総合防災訓練お

よび愛知県広域ボランティア支援本部について検

討した。 

    

 

２．あいち防災協働社会推進協議会幹事会２．あいち防災協働社会推進協議会幹事会２．あいち防災協働社会推進協議会幹事会２．あいち防災協働社会推進協議会幹事会    

およびワーキンググループ 

 場 所：愛知県三の丸庁舎 8 階 大会議室 

     愛知県三の丸庁舎 B201 会議室 

 参加者：愛知県商工会議所連合会 

     大府市自主防災会(事務局：市役所生活安全課) 

     安城市自主防災組織連絡協議会(事務局：市役所防

災課) 

トヨタグループ災害ボランティアネット 

特定非営利活動法人レスキューストックヤード 

あいち防災リーダー会 

 担当者：天野(幹事会)、寺田(ワーキンググループ) 

 内 容：あいち防災協働社会推進協議会の取組の確認(幹事

会)、あいち防災協働社会推進大会の内容検討(ワー

キンググループ)を行った。 
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３．平成３．平成３．平成３．平成 22222222 年度年度年度年度 WAMWAMWAMWAM 先進的・独創的活動支援事業先進的・独創的活動支援事業先進的・独創的活動支援事業先進的・独創的活動支援事業    

第第第第 1111 回検討委員会回検討委員会回検討委員会回検討委員会    

 日 時：6月 2日（水）13：30～15：30 

 場 所：わだちコンピューターハウス 

 参加者：愛知工業大学  

独立行政法人 防災科学技術研究所 

     株式会社ファルコン 

なごや防災ボランティアネットワーク昭和 

愛知県重度障害者の生活をよくする会 

AJU 自立の家(事務局)4 名 

 担当者：南里 

 内 容：AJU 自立の家が実施する「GIS 災害時要援護者支援

システム開発事業」へ、検討委員として参加した。 

    

 

４４４４．安城市東山地区社会福祉協議会における．安城市東山地区社会福祉協議会における．安城市東山地区社会福祉協議会における．安城市東山地区社会福祉協議会における    

地域福祉活動勉強会地域福祉活動勉強会地域福祉活動勉強会地域福祉活動勉強会    

 日 時：6月 30 日（水）13：30～15：00 

 場 所：安城市北部福祉センター 

 参加者：安城市東山地区町内会長・役員・民生委員ら 46 名 

     安城市社会福祉協議会 3名、安城市社会福祉課 1名 

 担当者：寺田、南里 

 支援者：加藤 

 内 容：安城市東山地区の町内会長、役員、民生委員を中心

とした住民に対し、災害時要援護者支援制と連携し

た、防災福祉マップづくりと日頃の支援活動につい

て、DIG を用いた WS を実施した。 

    

 

5555．第．第．第．第 8888 回回回回    災害時におけるボランティア体験災害時におけるボランティア体験災害時におけるボランティア体験災害時におけるボランティア体験        

 日  時：7月 17 日(土)～7月 18 日(日) 

 場 所：トヨタスポーツセンター 

 参加者：豊田市を中心とした一般市民 

トヨタ自動車株式会社およびグループ会社社員 

とその家族 

トヨタグループ災害ボランティアネット事務局、 

トヨタボランティアセンター、 

トヨタグループ災害ボランティアネット、 

社会福祉法人 豊田市社会福祉協議会、 

JDR トヨタ、愛知県 防災局、豊田市消防本部、 

株式会社 日立ビルシステム、愛知太陽の家 

社団法人豊田市身障協会、豊田市視覚障害者福祉協

会、豊田市手をつなぐ親の会、日本赤十字社 奉仕

団 

 担当者：天野、大野、寺田、野村、小笠原、伊藤、久野、 

河合、南里 

 支援者：高桑、内藤、可知 

 内 容：災害時における疑似体験として、SOS 発信(笛を使

用)、緊急避難器具を利用した脱出指導、防災クイ

ズの実施、簡易担架・三角巾・ロープワーク使用の

意義と作り方を指導した。あんぴメールによる情報

発信も試みている。加えて、パネルディスカッショ

ン「現地で喜ばれた活動」へパネラー参加した。 

    

 
 

 

 

６６６６．安城市総合防災訓練．安城市総合防災訓練．安城市総合防災訓練．安城市総合防災訓練    

日 時：2010 年 8 月 28 日（土） 8:30～12:00 

場 所：安城市篠目中学校体育館 

参加者：安城市民 

担当者：寺田、高桑 

  内 容：「傷知～る」を使った、新しい応急手当啓発方法の実演

を行った。 
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※傷知～るとは・・打撲・傷・やけどなどを誰でも短時間で簡単に

体感できるツール（シールとシリコンの 2 タイプ）。防災訓

練や救命訓練時にトリアージ訓練向けに利用できる。 

 
 

７７７７．．．．平成平成平成平成 22222222 年度年度年度年度    愛知県愛知県愛知県愛知県    ・一宮市総合防災訓練・一宮市総合防災訓練・一宮市総合防災訓練・一宮市総合防災訓練    

日 時：2010 年 8 月 29 日（日） 8:30～11:30 

場 所：愛知県東大手庁舎 1 階 C 会議室 

参加者：日本赤十字社愛知県支部 

     社会福祉法人愛知県社会福祉協議会 

     日本ボーイスカウト愛知連盟 

     財団法人愛知県国際交流協会 

     特定非営利活動法人レスキューストックヤード 

     社団法人日本アマチュア無線連盟愛知県支部 

     トヨタグループ災害 V ネット 

担当者：岡坂、加藤 

 内 容：一宮現地ボラエンティア支援本部からの情報収集と、広

域ボランティア支援本部からの被災地外に向けたブログ

の広報を行った。 

 

 

８８８８．．．．三好丘における避難所体験三好丘における避難所体験三好丘における避難所体験三好丘における避難所体験    

日 時：2010 年 9 月 25 日（土）19:00～21:00 

場 所：三好丘中学校 体育館 

参加者：三好ヶ丘中学校の周辺住民 260 名 

担当者：天野、大野、岡坂、伊藤、南里 

支援者：高桑、山下、増田 

内 容：シナリオ WS を用いて、実際の事例から避難所でのリアル

な課題を共有した。子供向けに防災ジグソーマップを用

いて、防災資源や危険箇所の確認などを行った。 

    
 

９９９９．あいち防災フェスタ．あいち防災フェスタ．あいち防災フェスタ．あいち防災フェスタ    

日 時：2010 年 11 月 7 日（日） 10:30～16:00 

場 所：愛・地球博記念公園（モリコロパーク） 

参加者：愛知県内の自主防災組織や関係者を中心とした 

愛知県民 

担当者：岡坂、南里、伊藤、大野、寺田、河合 

支援者：横山、山下、岡坂、加藤 

 内 容：NPO 愛知ネットのブース運営と、愛知県における自主防 

災活動高度化モデル事業（防災科研事業）の広報活動 

支援のためのブース運営を行った。 

＜NPO 愛知ネットのブース＞ 

「傷知～る」や防災クイズを効果的に利用した NPO 愛知ネット

の活動紹介を行った。 

＜愛知県における自主防災活動高度化モデル事業のブース＞ 

事業に参加する自主防災組織メンバーによる、事業広報活動

をコーディネートした。また、「防災ラジオドラマコンテスト」をPR

した。 
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１０１０１０１０．．．．豊田市崇化館地区における防災講演会豊田市崇化館地区における防災講演会豊田市崇化館地区における防災講演会豊田市崇化館地区における防災講演会    

およびパネルディスカッションおよびパネルディスカッションおよびパネルディスカッションおよびパネルディスカッション    

日 時：2010 年 11 月 27 日（土） 13:30～15:30 

場 所：崇化館交流館 大会議室 

参加者：豊田市崇化館地区住民ら 90 名 

担当者：南里 

 内 容：過去の災害時に行われた自助・共助・公助の事例をあげ 

ながら、講演を行った。パネルディスカッションでは、 

事例をもとに、崇化館地区における今後の防災対策を 

検討した。 

 

 

１１１１１１１１．．．．みよし市防災リーダー養成講座みよし市防災リーダー養成講座みよし市防災リーダー養成講座みよし市防災リーダー養成講座    

日 時：2011 年2 月19 日(金)/2 月 20 日（土）/2 月27 日（土） (全

3 回) 

場 所：みよし市役所 

参加者：みよ市民ら 13 名 

担当者：天野・岡坂・伊藤 

 内 容：地域で活動する防災リーダーの養成のために、座学やシ

ナリオ型ワークショップによる防災ラジオドラマ作成を実

施した。    
 

１２１２１２１２．．．．愛知県における自主防災活動高度化モデル事業実施報告会愛知県における自主防災活動高度化モデル事業実施報告会愛知県における自主防災活動高度化モデル事業実施報告会愛知県における自主防災活動高度化モデル事業実施報告会    

日 時：2011 年 3 月 20 日(土)13:30～16:00 

場 所：名古屋都市センター 

参加者：県内の自主防災団体、行政職員、市民ら 60 名 

担当者：天野・南里・大野・寺田・宮本・河合・伊藤 

支援者：加藤 

  内 容：第一部では 3 月 11 日に発生した東日本大震災におけ

る現地調査を NPO 愛知ネットが報告した。第二部では

平成 22 年度の愛知県内の自主防災活動実施内容を各

団体から発表した。     

 

Ⅳ．今後の計画・残された課題 

  １．今後の計画：県の会議には引き続き参画していく。「傷知～る」を取り入れながら、今後の NPO 愛知

ネットの防災啓蒙啓発手法の開発を進めていきたい。 
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２．調査・研究事業 

 ２－１．防災コミュニティ支援事業（大府市緊急雇用事業） 

Ⅰ．実施概要 

  １．平成 22 年度緊急雇用創出事業を行う。具体的には、①防災に関する市民アンケートの実施、②中

学生への防災教育の企画、③自主防災組織活性化事業の企画と実施、④防災意識啓発事業の企画と実

施である。市民(および中学生への)アンケート結果から現状把握を行い、市民のニーズにあった一般

市民対象の防災意識啓発事業の企画立案・実施、自主防災組織対象の自主防災活性化事業(1 自治区

をモデル地区として選定)の企画立案・実施する。 

 

Ⅱ．目標・計画と実績 

１. 目標：大府市総合計画に挙げている防災コミュニティづくりを推進するための事業を行う。大府市

では、第 5次大府市総合計画の中で｢安心・安全な生活を守る環境づくり｣があり、その施策の中で

「災害対策推進」が掲げられている。また、大府市地域防災計画では「自主防災組織が効果的に機

能できるよう育成を図る」という計画を掲げている。このため、本事業をとおした既述計画の推進

を行うとともに、大府市民やその自主防災会らが「受動的訓練(行動)」から、防災意識の芽生えに

よる「能動的訓練(行動)」に変化できるようにアプローチする。 

  ●従業員の人数 

   4 名(岡坂、伊藤、河合、南里) 

  ●受益対象者の範囲および人数 

   大府市民 8.5 万人 

 

Ⅲ．実施したイベント 

１１１１．．．．アンケート作成と集計アンケート作成と集計アンケート作成と集計アンケート作成と集計    

日 時：2010 年 9 月～ 

場 所：大府市民活動センター、NPO 愛知ネット新安城事務所 

担当者：岡坂、伊藤、河合、南里 

参加者：大野、寺田 

内 容：アンケートの作成と発送を行った。無作為抽出した大府

市民 3000 人に対し、郵送による回答提出をもとめ、1375

通の回答があった。回収された結果を集計し、報告書を

作成した。 

 

 

 
 

２２２２．．．．事業説明会（役員対象）事業説明会（役員対象）事業説明会（役員対象）事業説明会（役員対象）    

日 時：2010 年 11 月 18 日（木）13:30～14:30 

場 所：大府市石ヶ瀬自治区事務所 

担当者：南里、河合 

支援者:大野 

参加者：大府市石ヶ瀬自治区長、役員ら 10 名 

大府市生活安全課 1 名 

内 容：役員を対象に事業説明会を実施した。事業イメージや流

れを説明した。 

 

 

 
 

３３３３．．．．事業説明会（自治区住民対象）事業説明会（自治区住民対象）事業説明会（自治区住民対象）事業説明会（自治区住民対象）    

日 時：2010 年 12 月 11 日（土）18:20～18:35 

場 所：石ヶ瀬会館（大府市石ヶ瀬） 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 40 名程 

内 容：事業概要の説明をした。 

 

 



 - 7 - 

４４４４．．．．被害想定の理解と、まちあるきの計画検討被害想定の理解と、まちあるきの計画検討被害想定の理解と、まちあるきの計画検討被害想定の理解と、まちあるきの計画検討    

日 時：2010 年 12 月 20 日（日）18:00～20:00 

場 所：石ヶ瀬会館（大府市石ヶ瀬） 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 50 名程 

内 容：被害想定の理解と、まちあるきの計画検討をした。 

    

 

５５５５．．．．まちあるきの実施まちあるきの実施まちあるきの実施まちあるきの実施    

日 時：2011 年 1 月 15 日（土）11:00～17:00 

場 所：大府石ヶ瀬自治区 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

支援者：山下 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 50 名程 

内 容：チェックリストに基づき、区内のまちあるきを実施した。 

    
 

６６６６．．．．パソコンによるマップ作成パソコンによるマップ作成パソコンによるマップ作成パソコンによるマップ作成    

日 時：2011 年 1 月 30 日（日）17:00～19:00 

場 所：石ヶ瀬小学校 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 50 名程 

内 容：まちあるきで得られた情報を、パソコンを用いてデータ入

力を行い、電子マップを作成した。 

    
 

７７７７．．．．やることリスト作りやることリスト作りやることリスト作りやることリスト作り    

日 時：2001 年 2 月 12 日（土）18:00～20:00 

場 所：石ヶ瀬会館（大府市石ヶ瀬） 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 50 名程 

内 容：作成した電子マップを参照し、地域の課題を話し合っ

た。 

    
 

８８８８．．．．シナリオワークショップシナリオワークショップシナリオワークショップシナリオワークショップ    

日 時：2011 年 2 月 27 日（日）19:00～20:00 

場 所：石ヶ瀬会館（大府市石ヶ瀬） 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 50 名程 

内 容：災害時に起こり得るシナリオを検討した。 

    

 

９９９９．．．．ドラマシナリオ作りドラマシナリオ作りドラマシナリオ作りドラマシナリオ作り    

日 時：2011 年 3 月 6 日（土）18:00～20:00 

場 所：石ヶ瀬会館（大府市石ヶ瀬） 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 50 名程 

内 容:災害時に起こり得るシナリオを台本化した。 
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１０１０１０１０．．．．事業実施報告会事業実施報告会事業実施報告会事業実施報告会    

日 時：2011 年 3 月 12 日（土）10:00～120:00 

場 所：大府市民活動センター 

担当者：河合、大野 

参加者：石ヶ瀬地区組長・防災担当、防犯担当ほか 5 名程 

内 容：「みんなの防災教室」において、実施した取組み内容を

発表した。 

    
 

 

Ⅳ．今後の計画・残された課題 

  １．今後の計画：本事業は、取組み内容について実施地域の住民から高い理解を得られた上で実施する

ことができた。地域住民は高い防災意識を持ち、実施毎に 50 名前後の多くの住民が積

極的に参加した。次年度は、大府市内の別地域で同事業を展開する予定であり、各地

域の特徴を慮りながら、防災活動によるコミュニティ意識向上に寄与していく必要が

ある。 
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２－２．自主防災高度化モデル事業（防災科学技術研究所） 

Ⅰ．実施概要 

  １．愛知県における地域防災力の向上のため、防災マップづくり、防災ラジオドラマづくり、避難所運

営訓練から、被害想定・現状の評価・対策の実施を行う。また、各市民活動センターを利用した「防

災ラジオドラマコンテスト」の広報支援を行う。 

 

Ⅱ．目標・計画と実績 

  １.目標： 防災マップづくり、防災ラジオドラマづくり、避難所運営訓練を通して得られた、被害想定・

現状の評価・対策の実施により、愛知県内における自主防災活動の高度化をはかる。 

 

  ●従業員の人数 

   4 名(南里、岡坂、伊藤、河合) 

  ●受益対象者の範囲および人数 

   愛知県民 740 万人 

 

Ⅲ．実施したイベント 

１１１１．岡崎市立竜南中学校による地域発・防災ラ．岡崎市立竜南中学校による地域発・防災ラ．岡崎市立竜南中学校による地域発・防災ラ．岡崎市立竜南中学校による地域発・防災ラジオドラマづジオドラマづジオドラマづジオドラマづ

くりへの意見聴取と防災ラジオドラマの贈呈くりへの意見聴取と防災ラジオドラマの贈呈くりへの意見聴取と防災ラジオドラマの贈呈くりへの意見聴取と防災ラジオドラマの贈呈式式式式    

  日 時：2010 年 5 月 1 日(土)10:00～12:00 

5 月 13 日(木)13:30～14:30 

場 所：緑丘学区市民ホーム、岡崎市立竜南中学校 

参加者：独立行政法人 防災科学技術研究所 2 名、 

    緑丘小学校区住民 1 名、 

    岡崎市立竜南中学校 11 名、 

    岡崎市役所 2名、 

    岡崎市社会福祉協議会 1名 

担当者：寺田、南里 

内 容：2010 年 3 月に、岡崎市立竜南中学校生徒が作成

した防災ラジオドラマに対する、地域住民から

の意見聴取を行った。また同校生徒から地域住

民に対する防災ラジオドラマの贈呈を行った。 

 

 

２２２２．．．．春日井市中央台自主防災会連合会春日井市中央台自主防災会連合会春日井市中央台自主防災会連合会春日井市中央台自主防災会連合会    

日 時：2010 年 5 月 30 日(日)14:00～15:30 

6 月 27 日(日)10:00～12:00 

10 月 31 日(木)13：00～15：00 

11 月 28 日(日） 8:30～12:00 

2 月 27 日(日)10:00～12:00 

場 所：春日井市立中央台小学校、 

春日井市立中央台コミュニティセンター 

参加者：春日井市中央台自主防災会連合会役員ら 20 名 

     CCC、春日井市中央台地区社会福祉協議会をはじめ 

とする春日井市中央台小学校区の住民ら 200 名 

     春日井市消防署職員ら 10 名 

内 容：事業内容を検討し(5/30)、要援護者について考えるワ

ークショップを実施した(6/27)。防災訓練内容を検討す

るワークショップを実施し（10/31）、防災訓練を実施した

（11/28）。 

    訓練を振り返り、次年度の活動計画を検討した。(2/27) 

 

 

 

３３３３．．．．春日井ネオポリス自治会春日井ネオポリス自治会春日井ネオポリス自治会春日井ネオポリス自治会    

日 時：2010 年 7 月 15 日(木)9:30～12:00 

9 月 15 日（水）9:00～11:00 

場 所：春日井ネオポリス自治会 集会所 

参加者：ネオポリス自治会役員 8 名 

内 容：事業検討会を実施し(7/15)、2009 年に作成した防災マ

ップの更新について、および防災マップを用いた今後

の自主防災活動の展開について話し合い、方針を決

定した。(9/15)    
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４４４４．．．．田原市野田小学校区田原市野田小学校区田原市野田小学校区田原市野田小学校区    

日 時：2010 年 11 月 19 日（金）19:00～19：30 

     12 月 14 日（木）19：30～21：00 

場 所：野田小学校区市民館 

参加者：野田小学校区総代、防災会長、防災リーダーら 30 名 

     田原市役所防災対策課 3 名 

内 容：事業説明会を実施し（11/19）、昨年度作成した防災マ

ップを利用しながら今後の防災アクションプランを検討

する「やることリストづくり」を行った（12/14）。 

 

 

５５５５．．．．田原市清田小学校区田原市清田小学校区田原市清田小学校区田原市清田小学校区    

日 時：2010 年 12 月 1 日（水）18:30～20:00 

場 所：清田校区市民館 

参加者：清田小学校区総代、防災会長ら 5 名 

     田原市防災対策課 1 名 

内 容：昨年度作成した防災マップを利用して、事業の振り返

りを行うとともに、事業説明会を実施した（12/1）。 

  

６６６６．田原市亀山小学校区．田原市亀山小学校区．田原市亀山小学校区．田原市亀山小学校区    

日 時：2010 年 11 月 7 日（日）19:00～20:00 

     11 月 14 日(日) 8：00～9：00 

     12 月 10 日(金)13:30～15:00 

     1 月 26 日(水) 19：00～21：00 

場 所：亀山小学校区市民館、渥美文化会館 

参加者：亀山小学校区総代、防災会長、防災リーダーら 30 名 

     亀山小学校区住民ら 100 名 

     田原市防災対策課 2 名 

内 容：事業説明およびまちあるきの説明を行い（11/7）、住民

主体のまちあるきを支援し（11/14）、まちあるき結果の

防災マップシステム入力を支援した（12/10）。次年度

以降の計画を検討した(1/26)。 

 

 

 
 

７７７７．．．．田原市六連小学校区田原市六連小学校区田原市六連小学校区田原市六連小学校区    

日 時：7 月 22 日（木）18：30～20：00 

9 月 10 日（金）19：30～21：00 

11 月 8 日（月）19:00～21:00 

     11 月 14 日（日）8:00～9:00 

     12 月 7 日（火）19:30～21:00 

     12 月 21 日（火）19:00～20:30 

場 所：六連小学校区市民館他 

参加者：六連小学校区総代、防災会長、防災リーダー、 

消防団ら 30 名、六連小学校区住民ら 100 名 

田原市防災対策課 3 名 

内 容：防災マップづくりを行うことと決定し（7/22）、各区単位

で、まちあるきのための項目選定を行った（9/10）。まち

あるき項目の選定を行い（11/8）、住民主体のまちある

きを支援し（11/14）、まちあるき結果の防災マップシス

テム入力支援（12/7）、今後の防災アクションプランを検

討する「やることリストづくり」を行った（12/21）。 

    

 
 

 
 

８８８８．．．．半田市亀崎自主防災会半田市亀崎自主防災会半田市亀崎自主防災会半田市亀崎自主防災会    

日 時：2010 年 7 月 29 日（木）13:30～14：30 

    8 月 19 日（木）19：00～21：00 
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    10 月 18 日（金）19：00～21：00 

    2 月 15 日(火) 19：00～21：00 

場 所：半田市亀崎神社、亀崎公民館 

参加者：亀崎自主防災会役員ら 30 名 

内 容：防災マップ入力講座（2010 年 4 月実施）の結果をふま

え、防災マップの更新について、および防災マップを用

いた今後の自主防災活動の展開について、3 回にわた

って検討した。次年度以降の計画を検討した(2/15)。 
 

９９９９．．．．弥生町自主防災会弥生町自主防災会弥生町自主防災会弥生町自主防災会    

日 時：2010 年 9 月 28 日（火）15:00～16:30 

     10 月 15 日（金）19：00～21：00 

     12 月 15 日(火) 19：00～21：00 

     12 月 17 日(木) 19：00～21：00 

場 所：栄校区市民館 

参加者：弥生町自主防災会役員 6 名、 

     豊橋技術科学大学 2 名 

内 容：防災ラジオドラマをつくることを決定し（9/28）、またその

ラジオドラマをもとに、栄校区全体の防災ラジオドラマ

づくりを行うことを決定した。弥生町自主防災会と豊橋

技術科学大学の学生とが協同でドラマを作成する事も

同時に決定した。防災ラジオドラマ脚本を完成させ、音

声収録の為の練習を行い（12/15）、収録を行った

（12/17） 

    

 

１０１０１０１０．．．．豊橋市豊橋市豊橋市豊橋市八町小学校区八町小学校区八町小学校区八町小学校区    

日 時：2010 年７月 31 日（土）18:30～20:00 

     9 月 7 日（火）18：30～20：00 

     9 月 16 日（木）18：00～20：00 

     9 月 21 日（木）18：30～20：00 

10 月 21 日（木）15:00～16:30 

     12 月 25 日（金）19：00～21：00 

場 所：八町小学校、豊橋市職員会館 

参加者：八町小学校区自治会長、役員、あいち防災リーダー、 

     消防団や女性部連合会などの地域住民ら 50 名 

     豊橋市役所（防災対策課含む）4 名 

内 容：避難所運営訓練を行うことと決定（7/31）し、そのため

のシナリオ WS および訓練計画づくりを重ねた。(9/7、

16、21)。校区内の各組織らが参加し、地域住民が主体

で行う説明会を実施し（10/21）、計画の実効性につい

て検討する反省会を実施した（12/25）。 

 

 

１１１１１１１１．中部大学（サマーセッション）．中部大学（サマーセッション）．中部大学（サマーセッション）．中部大学（サマーセッション）    

日 時：2010 年７月 28 日（水）10:30～12:00 

     2010 年 8 月 3 日（火）9：00～16：00 

     2010 年 8 月 5 日（木）9：30～16：00 

場 所：中部大学 

参加者：中部大学学生 20 名、春日井ネオポリス自治会 10 名、 

春日井市消防本部 2 名、名古屋ビルサービス 2 名 

春日井市体育文化センター2 名、保健師 2 名 

中部大学 4 名、防災科学技術研究所 1 名 

内 容：中部大学における避難所シミュレーションとしてのシナ

リオワークショップ（8/3）と、中部大学内の防災資源や

危険を確認する防災マップづくり（8/5）を行った。 
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１２１２１２１２．．．．愛知県における自主防災愛知県における自主防災愛知県における自主防災愛知県における自主防災活動高度化モデル事業実施報告会活動高度化モデル事業実施報告会活動高度化モデル事業実施報告会活動高度化モデル事業実施報告会    

日 時：2010 年 8 月 8 日（日）10:00～12:00 

場 所：豊橋市民センター 大会議室 

参加者：愛知県内自主防災組織、一般市民ら４0 名 

内 容：2009 年に「愛知県における自主防災活動高度化モデ

ル事業」取り組んだ 10 組織による、取り組み内容と成

果、今後の課題について報告された。10 組織の報告後

には、事業実施組織、防災科学技術研究所、NPO 愛

知ネットによるディスカッションを行った。ディスカッショ

ンでは、実施報告をふまえながら現状の防災体制のお

よび課題の共有を行い、今後の地域防災を展望した。 

    

 

１３１３１３１３．．．．第第第第 1111 回全国地域プロデューサー会議回全国地域プロデューサー会議回全国地域プロデューサー会議回全国地域プロデューサー会議    

日 時：2010 年 8 月 8 日（日）13:00～16:00 

場 所：豊橋市民センター 大会議室 

参加者：全国の地域プロデューサー、愛知県内自主防災組

織、一般市民ら 40 名 

内 容：全国から地域プロデューサー7 名が集い、パネルディ

スカッション形式で行った。防災を含む地域の包括的な

プロデュースおよび各地域プロデューサーが取り組む

活動内容の報告と討論がなされた。 

 
 

１４１４１４１４．．．．eeee 防災マップコンテスト広報支援防災マップコンテスト広報支援防災マップコンテスト広報支援防災マップコンテスト広報支援    

日 時：2010 年 7 月 1 日（木）～8 月 31 日（火） 

参加者：愛知県内自主防災組織 

刈谷市民ボランティア活動支援センター、 

     安城市民活動センター、豊橋市民センター 他 

内 容：愛知県内の自主防災組織や、NPO 愛知ネットが運営

する市民活動センターへ、防災マップコンテスト応募を

呼びかけた。また、防災マップづくりのサポートを行っ

た。 

 

 
 

１５１５１５１５．．．．愛フェス愛フェス愛フェス愛フェス 2010201020102010 における広報支援における広報支援における広報支援における広報支援    

日 時：2010 年 9 月 4 日（土）～9 月 5 日（日） 

参加者：愛知県内を中心とした防災組織の関係者 

内 容：防災科学技術研究所のブース内にて、防災マップシス

テムを利用した「愛ファザ walk」の実況中継（愛ファザ

walk 参加者に依頼し、携帯電話を使用した現状報告を

行った。ブースではその現状報告をモニターに反映し

た）、防災ラジオドラマコンテストの広報を行った。 

 
 

 

１６１６１６１６．．．．防災ラジオドラマコンテスト広報活動支援防災ラジオドラマコンテスト広報活動支援防災ラジオドラマコンテスト広報活動支援防災ラジオドラマコンテスト広報活動支援    

日 時：2010 年 11 月 30 日 

場 所：愛知県内各地 

内 容：防災科学技術研究所主催「第 1 回防災ラジオドラマコ

ンテスト」の広報活動支援をした。防災イベントでの PR

をはじめ、各市民活動センターでの防災ラジオドラマづ

くりを支援した。 

    
 

１７１７１７１７．．．．大府市横根自治区大府市横根自治区大府市横根自治区大府市横根自治区    

日 時：2011 年 1 月 21 日（金）19:00～21:00 

2011 年 2 月 13 日（日）19:00～21:00 

2011 年 2 月 26 日（土）19:00～21:00 

場 所：横根自治区事務所 

担当者：岡坂、伊藤、河合 

参加者：横根自地区組長・防災担当ら 15 名程 

内 容：まちあるき項目の選定を行い（1/21）、まちあるき結果  
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の防災マップシステム入力支援（2/13）、今後の防災ア

クションプランを検討する「やることリストづくり」を行った

（2/26）。 

    

１８１８１８１８．吉良町防災サポート赤馬．吉良町防災サポート赤馬．吉良町防災サポート赤馬．吉良町防災サポート赤馬    

日時：2011 年 1 月 30 日(日)10:00～12:00 

場所：吉良町萩原老人憩いの家 

参加者：防災サポート赤馬のメンバー8 名 

内容：昨年度に作成した防災ラジオドラマの活用方法を検討

し、やることリストを作成した。 

 

 
 

１９１９１９１９．吉良町吉田校区おやじの会．吉良町吉田校区おやじの会．吉良町吉田校区おやじの会．吉良町吉田校区おやじの会    

日時：2011 年 2 月 10 日(木)19:00～20:00 

    2 月 23 日(水) 19:00～20:00 

場所：安城市内 

参加者：吉田校区おやじの会代表 

内容：昨年度を振り返り、次年度の計画を検討した。    

 

 
 

２０２０２０２０．安城．安城．安城．安城市高棚町自主防災会市高棚町自主防災会市高棚町自主防災会市高棚町自主防災会    

日時：2011 年 2 月 3 日(木)10:00～12:00 

    2 月 28 日(月) 10:00～12:00 

場所：安城市内 

参加者：高棚自主防災会メンバー 

内容：防災マップシステムの入力支援を実施した。    

 

 
 

 

Ⅳ．今後の計画・残された課題 

  １．今後の計画：地域のあらゆる主体が関わり、「絆」を形成することができるよう事業を推進していく。 

また、これまで以上の事業広報を行い、愛知県内へ PR していく。事業実施完了地域に

対するフォローを行い、地域の断続的な防災活動へ働きかける。以上より、自主防災活

動および地域防災力向上をはかる。 
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２－３．情報伝送実証実験（宇宙航空研究開発機構） 
 

Ⅰ．実施概要 

  １．宇宙航空研究開発機構が実施する超高速インターネット衛星｢きずな(WINDS)｣の基本実験と非常 

用通信等伝送実験における実験準備及び実施に関わる業務を行う。 

 

Ⅱ．目標・計画と実績 

  １.目標： 宇宙航空研究開発機構が実施する超高速インターネット衛星「きずな(WINDS)」の基本実験

と非常用通信等伝送実験における、山間部における要援護者支援を目的に、訓練シナリオ作

成とシステムの実証実験を支援する。また、本年度で「きずな(WINDS)」の実験フェーズが

終了し、来年度から実利用フェーズへと移行する。このため、実利用を見据えた訓練内容や、

自立運用スキルの獲得と、運用形態の検討を行う。 

 

  ●従業員の人数 

   3 名(天野、岡坂、伊藤) 

  ●受益対象者の範囲および人数 

   愛知県民 740 万人、つくば市民 21 万人 

 

Ⅲ．実施したイベント 

１．１．１．１．訓練訓練訓練訓練計画の策定計画の策定計画の策定計画の策定    

日 時：2010 年 6 月 10 日（土）10:00～12:00 

     9 月 17 日（金）15:00～16:00 

場 所：JAXA 東京事務所 502 会議室 

     JAXA 筑波宇宙センター 

担当者：天野、岡坂、伊藤、南里 

参加者：冨井（JAXA）、鈴木（JAXA） 

 内 容：本年度の年間スケジュールの確認を行った。また次年度 

以降および災害時における WINDS（きずな）運用につい 

て、そのための連携機関との関与について話し合った。 

    

 

 

 

２．茨城県における災害等の非常時における通信手段等の実証実験２．茨城県における災害等の非常時における通信手段等の実証実験２．茨城県における災害等の非常時における通信手段等の実証実験２．茨城県における災害等の非常時における通信手段等の実証実験    

日 時：2010 年 9 月 18 日（土）9:00～16:00 

場 所：JAXA 筑波宇宙センター 

担当者：天野、岡坂、南里 

参加者：(JAXA)冨井、鈴木 

     (IRB)田辺、井上、小橋、杉本、斉藤、小幡、瀬谷、 

藤原、大島 

     (KRB)沢田、山田、池田、古賀、沖野、夏賀、佐藤、 

萩原、鎌野 

 内 容：きずな（WINDS）を自立運用するために、地球局の組立 

訓練と使用アプリケーション操作訓練を行った。    

 

３３３３．．．．きずなきずなきずなきずな WINDSWINDSWINDSWINDS 発動のための連絡訓練発動のための連絡訓練発動のための連絡訓練発動のための連絡訓練    

日 時：2010 年 12 月 2 日（木）09:00～17:00 

場 所：NPO 愛知ネット事務局 

担当者：伊藤、岡坂 

参加者：JAXA 担当者、茨城 RB 田辺氏、神奈川 RB 山田氏 

内 容：きずな WINDS 発動のための連絡訓練 

 

 

 
 

Ⅳ．今後の計画・残された課題 

  １．今後の計画： 

3 月 12,13 日に新潟県佐渡島での地球局組立訓練・通信・機動訓練を行う計画であったが、3月 11

日に発生した東日本大震災を受けて、実施は中止となった。次年度は実利用を見据えた運用形態

の検討が必要である。 
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２－４．CATV と無線 LAN を利用した防災情報システムと地域情報基盤構築事業（佐渡 DS） 
 

Ⅰ．実施概要 

１． 総務省「CATV と無線 LAN を利用した防災情報システムと地域情報基盤構築事業」に関連し、NPO

法人グローバルコロキウムより現地での NPO 立ち上げのための人材育成を受託したものである。 

 

Ⅱ．目標・計画と実績 

  １.目標： CATV と無線 LAN を利用した防災情報システム（端末はニンテンドーDS）の構築を受けて、

運営主体の核となる災害情報 NPO の立ち上げ支援を行う。主に人材育成の観点で、災害情報

の取り扱いと、NPO の運営や申請、実務的なアドバイスと立ち上げへの合意形成支援を行っ

た。 

 

  ●従業員の人数 

   3 名(天野、岡坂、伊藤) 

  ●受益対象者の範囲および人数 

   佐渡市民（うちコアメンバ 15 名、周辺関係者 20 名程度） 

 

Ⅲ．実施したイベント 

    

１１１１．．．．人材育成①災害情報演習人材育成①災害情報演習人材育成①災害情報演習人材育成①災害情報演習        

日 時：2010 年 10 月 23 日（土）13:00～16:00 

場 所：ぽんぽこホール（新潟県佐渡市） 

担当者：天野、岡坂、伊藤 

参加者：佐渡市民、佐渡市長 計 20 名程度 

内 容：人材育成（システム使い方習得を 

兼ねた災害情報演習）     

    

２．２．２．２．人材育成②災害情報演習と人材育成②災害情報演習と人材育成②災害情報演習と人材育成②災害情報演習と NPONPONPONPO 実務研修実務研修実務研修実務研修    

日 時：2010 年 11 月 12 日（金）13:00～17:00 

場 所：ホテルさどや会議室（新潟県佐渡市） 

担当者：岡坂、伊藤 

参加者：佐渡市民、計 20 名程度 

内 容：システムの詳細説明と災害情報演習、 

NPO 実務研修  

    

３３３３．．．．人材育成③奄美豪雨報告とシナリオワークショップ人材育成③奄美豪雨報告とシナリオワークショップ人材育成③奄美豪雨報告とシナリオワークショップ人材育成③奄美豪雨報告とシナリオワークショップ    

日 時：2010 年 11 月 13 日（土）13:00～15:00 

場 所：ホテルさどや会議室（新潟県佐渡市） 

担当者：天野、岡坂、伊藤 

参加者：佐渡市民、計 20 名程度、 

防災科研長坂氏、坪川氏 

内 容：奄美大島調査報告とシナリオワークショップ  

    

４４４４．．．．人材育成④人材育成④人材育成④人材育成④NPONPONPONPO 立ち上げの合意形成支援立ち上げの合意形成支援立ち上げの合意形成支援立ち上げの合意形成支援    

日 時：2010 年 12 月 5 日（日）10:00～12:30 

場 所：ホテルさどや会議室（新潟県佐渡市） 

担当者：岡坂、伊藤 

参加者：佐渡市民、NPO コアメンバ 計 20 名程度 

内 容：NPO 立ち上げのための合意形成ワークショップ 

 

 

 

Ⅳ．今後の計画・残された課題 

  １．今後の計画： 

事業としては目標到達、一定の成果を収め無事に終了した。本件は総務省からの直接受託ではな

いため、報告書作成等の残件はなく、第三四半期をもって完了した。 
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３．情報支援事業 

 

３－１．あんぴメール、安全・安心メール 

Ⅰ．実施概要 

１．災害時に携帯電話のメールシステムを使い安否の確認をするとともに、安否の確認を家族に知らせる

システム。また、そのシステムを流用し、平常時は不審者情報や犯罪情報などを配信する安全・安心シス

テムの運用。 

 

Ⅱ．目標・計画と実績 

１.目標： 安否確認システム利用者 3万人。安全・安心システム利用者 1万人。 

  計画：安否確認システムで 7 千人、安全・安心システムも含め今年度中に 1万人を計画。 

  実績：安否確認システムは、4千人。安全・安心システムは 7千人となった。 

 

●従業員の人数 

2 名(天野・伊藤) 

●受益対象者の範囲および人数 

1～2万人 

 

Ⅲ．実施した事業内容 

 2011 年 2 月に「あんぴメール運用協議会」実施した。システム利用団体の担当者が集い、今後の運用について

意見交換を行った。その結果を受けてシステムの改修を進め、気象警報情報の市町村細分化配信を実現した。 

 利用者数の増加に伴い、次年度における契約更改を進めた。昨年度と比較すると全体で約 500 名の利用者増加

となった。 

 

Ⅳ．今後の計画・課題 

 今後の計画：前年度に引き続き、本年度もあんぴメール運用としては黒字である。今後は、システムへの要望

をふまえ、システム改修を行いながら、人件費を出すまでに事業を成長させたい。また、安全・安心メール利用

を拡大させていきたい。 
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■社会教育 
Social education 

 

○愛知県下唯一の県立青年の家である当施設は、青少年のみなさんが、規則正しい集団宿泊生活をし

ながら、研修活動、野外教育活動、レクリエーション活動などを通して、協同・友愛・奉仕の精神を

養い、よりよい社会人としての資質を身につけるために作られた社会教育施設です。 

 

●愛知県青年の家 

セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概 要要要要    

場 所 : 愛知県岡崎市美合町並松 1-2 

電 話 : 0564-51-2123 

フ ァ ク ス : 0564-51-2027 

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ : yh-staff@npo-aichi.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ : http://www.aichi-yh.jp 

開 館 時 間 : 8 時 30 分～17 時 30 分（宿泊客無し） 

 8 時 30 分～22 時（宿泊客有り） 

休 館 日 : 毎週月曜日 

（祝日の場合は火曜日が休館日） 

敷 地 面 積 : 24.895 ㎡ 

建物延面積 : 5.232 ㎡ 

宿 泊 定 員 : 180 人 

構造・規模 : 

管理研修棟…RC 造 2階建 2.446 ㎡ 

宿 泊 棟…RC 造 3階建 2.015 ㎡ 

体 育 館…SRC 造平屋建 771 ㎡ 

 アリーナ 

野 外 施 設…テニスコート（2 面）、 

営火場、芝生広場、野外炊飯場、 

つどいの広場、駐車場(46 台）、 

自転車置場 

主 な 施 設 :  

管理研修棟…第 1研修室(99 人）、第 2研修室(63 人）、 

第 3研修室(63 人）、第 4研修室、 

(多目的ホール 192 席）、 

第 5研修室(36 人）、第 7研修室(18 人)、 

玄関ロビー、情報相談コーナー、保健室、 

更衣室 2 室、食堂(116 人) 

宿 泊 棟…宿泊室 45 室（洋室 37 室） 

2 人用（バス・トイレ付）6 室、 

2 人用 19 室、4 人用 4 室、6 人用 8室 

(和室 8室）、6人用 6室、 

15 人用で研修室兼用 2 室、 

第 6研修室(和風研修室)、 

交歓ロビー、浴室（2）、シャワー室(2) 

体 育 館…バスケットボール(1 面)、バレーボール(1 面)、 

バトミントン(3 面)など 

主 な 設 備 :  

エレベーター、スロープ、多機能トイレ（身体障害者、オストメイト、乳幼児対応）、 

AED（自動体外式除細動器）、車椅子(2) 
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ⅠⅠⅠⅠ....センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務    

１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的    

（１）（１）（１）（１）業 務業 務業 務業 務 名名名名    ：：：：    愛知県成年の家指定管理業務    

（２）（２）（２）（２）事業の目的事業の目的事業の目的事業の目的    ：：：：    当該施設を社会教育拠点と位置づけ、地域の教育機関関連機関等と連携しながら、

「青少年の『創造』『生きる力』『和（役立ち合い）の精神』の教養・向上に寄与

し、より良い社会人への成長を促す」社会教育施設を目指す。（主催事業の充実・

キャラバン隊新設・派遣）    

（３）（３）（３）（３）実 施 期実 施 期実 施 期実 施 期 間間間間    ：：：：    平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日(土) までの５年間 

    

２．２．２．２．愛知県成年の家愛知県成年の家愛知県成年の家愛知県成年の家のののの業務内容業務内容業務内容業務内容    

（１）社会教育に関する情報の収集及び提供に関すること。 

①施設内における展示等による情報提供の企画･運営 

②ホームページの維持･更新 

③情報誌の企画及び発行（月 1 回） 

④各種資料・図書等の収集及び整理並びに掲示、配架 

（２）主催事業の実施 

（３）施設の利用許可等に関すること。 

 

Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．今年度の目標今年度の目標今年度の目標今年度の目標    

（１）最終年度に当たり、再度更新できるよう最大限の努力をする。 

（２）地域との連携を深める事業の充実を図る。（子ども会・ヤングサポーター） 

（３）危機管理の徹底を図る。（危機管理マニュアルの見直し） 

（４）サービス向上のために、施設等の充実を図る。（畳の交換・空調とボイラー修理） 

（５）昨年並みの利用者数を目指し、経営化の安定に努める。 

    

ⅢⅢⅢⅢ....実績実績実績実績    

    

■宿泊者数■宿泊者数■宿泊者数■宿泊者数    

年間目標 ………………… 20,000 名 

第４四半期までの実績 … 21,318 名 （昨年比-791 名） 

 

■■■■    利用料金収入利用料金収入利用料金収入利用料金収入    

年間利用料金収入目標・・40,000,000 円 

第４四半期までの実績・・42,625,900 円（昨年比-880,300 名） 
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■■■■    実施したイベント実施したイベント実施したイベント実施したイベント    

（１）（１）（１）（１）週末活動支援事業週末活動支援事業週末活動支援事業週末活動支援事業    

年間予定 

第 1 回 平成２２年 5 月２９日（土） 「ミッション 飛ばすんだ！」  

第 2 回 平成２２年 7 月１０日（土） 「ミッション 打つんだ！」 

第 3 回 平成２２年 9 月４日（土）～５日（日）【1 泊 2 日】 「ミッション 生き残るんだ！」 

第 4 回 平成２２年 12 月１８日（土） 「ミッション 飾るんだ！」 

第 5 回 平成２３年 1 月１５日（土） 「ミッション つくんだ！」 

 

１．主催事業「ミッション１．主催事業「ミッション１．主催事業「ミッション１．主催事業「ミッション    飛ばすんだ！」飛ばすんだ！」飛ばすんだ！」飛ばすんだ！」    

日 時：平成 22 年 5 月 29 日（土） 

場 所：青年の家 

参加者：21 名 

内 容：ペットボトルロケット 

野外炊飯（ホットドッグ・とりもものコーラ煮） 

 

※ 本年度より、レクレーション協会と共催事業として

運営し、ヤングサポーターのボランティア活動

の場として提供する。 

 

 

 

    

２．主催事業「ミッション２．主催事業「ミッション２．主催事業「ミッション２．主催事業「ミッション    打つんだ！」打つんだ！」打つんだ！」打つんだ！」    

日 時：平成 22 年 7 月 10 日（土） 

場 所：青年の家 

参加者：40 名 

内 容：スポーツ吹き矢、うどん打ち 

連携先：愛知レクレーション協会、 

愛知スポーツ吹き矢連盟    

 

 

 

 

３．主催事業「ミッション生き残るんだ」３．主催事業「ミッション生き残るんだ」３．主催事業「ミッション生き残るんだ」３．主催事業「ミッション生き残るんだ」    

日 時：平成 22 年９月４日（土）～５日（日） 

場 所：青年の家 

参加者：45 名 

内 容：カーリング 

野外炊飯 

キャンプファイアー 

科学実験 

各種ニュースポーツ 

連携先：愛知県レクレーション協会 

愛知キャンプカウンセラー協会    
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４．４．４．４．主催事業「ミッション主催事業「ミッション主催事業「ミッション主催事業「ミッション    飾るんだ飾るんだ飾るんだ飾るんだ！！！！」」」」    

日 時：平成 22 年 12 月 18 日(土) 

場 所：青年の家 

参加者：４０名 

内 容：野外炊飯（ピザ作り） 

クリスマスの飾り物の製作 

（自然草木を利用して） 

 

５．主催事業「ミ５．主催事業「ミ５．主催事業「ミ５．主催事業「ミッションッションッションッション    つくんだ！」つくんだ！」つくんだ！」つくんだ！」    

日 時：平成 23 年 1 月 15 日(土) 

場 所：青年の家 

参加者：４０名 

内 容：餅つき、工作体験    

 

 

（（（（２２２２））））科学体験促進事業科学体験促進事業科学体験促進事業科学体験促進事業    

年間予定    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

1 4月11日 緑ケ丘子ども会 済 10:00 30 9月25日 豊田猿投台中 済 10:00

2 4月11日 上地子ども会 済 14:00 31 9月26日 安城池浦子ども会 済 9:30

3 5月7日 西尾キララロータリー 済 12:30 32 10月16日 西尾図書館 済 13:30

4 5月8日 尾張旭児童館 済 10:00 33 10月20日 知多市立旭北小 済 13:50

5 5月16日 竜美丘子ども会 済 9:30 34 10月24日 青年の家オープンデー 済 10:00

6 6月3日 白百合学園 済 18:00 35 10月26日 岡崎　北野小 済 10:00

7 6月16日 西尾小学校 済 18:30 36 10月30日 三ツ渕小 済 13:30

8 6月19日 蒲郡西部小学校 済 10:30 37 10月31日 海の科学館（蒲郡） 済 荻須

9 6月19日 西尾図書館 済 13:30 38 11月6日 平地西3区 済 10:00

10 6月24日 小牧市立三ツ渕小 済 13:30 39 11月13日 小牧市桃ケ丘小学校PTA 済 9:00

11 6月25日 名古屋養護学校 済 午前中 40 11月20日 西尾図書館 済 13:30

12 7月4日 東海市子ども会 済 9:30 41 11月28日 馬頭３区子ども会 済 9:30

13 7月10日 弥富桜クラブ 済 9:30 42 12月4日 蒲郡海の科学館 済 14:00

14 7月17日 西尾図書館 済 13:30 43 12月5日 上地6区子ども会 済 14:00

15 7月22日 豊田　築羽小 済 10:00 44 12月11日 若松東子ども会 済 13:00

16 7月31日 安城昭林公民館 済 10:00 45 12月12日 大樹寺小学校 済 13:00

17 7月31日 竜美ケ丘バレー高根山公民館 済 14:00 46 12月12日 知立上重原北子ども会 済 14:00

18 8月6日 岡崎北部地域交流センター 済 13:30 47 12月18日 西尾図書館 済 13:30

19 8月7日 幸田中央公民館 済 9:30 48 12月23日 上和田子ども会 14:00

20 8月7日 一色中部小PTA 済 10:00 49 12月23日 知立東小子ども会 74名 10:00

21 8月9日 西尾小寺子屋 済 9:00 50 12月26日 ビスタスポーツ 25名 10/00

22 8月10日 西尾小寺子屋 済 9:00 51 1月8日 西尾市子ども会 13:30

23 8月21日 西尾図書館 済 13:30 52 1月15日 西尾図書館 13:30

24 8月23日 巴ケ丘小学校 済 13:30 53 2月12日 豊川　長沢小 250名 9:30

25 8月27日 海の科学館（蒲郡） 済 10:00 54 2月19日 西尾図書館 13:30

26 8月28日 西尾小学校 済 9:30 55 2月26日 小豆坂 13名 10:00

27 9月5日 青年の家 済 9:30 56 3月5日 東郷町和合子ども会 9:30

28 9月9日 一宮市野口保育園 済 10:00 57 3月19日 西尾図書館 13:30

29 9月18日 西尾図書館 済 13:30
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１．第１四半期１．第１四半期１．第１四半期１．第１四半期    「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」    

日 時：平成 22 年 4 月 11 日（土） 他 10 回 

場 所：愛知県青年の家 他５会場 

参加者：約 520 名 

担当者：赤堀 

内 容：各種科学実験 

 

※ 昨年実績…45 回    

 

 

２．第２四半期２．第２四半期２．第２四半期２．第２四半期    「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」    

日 時：平成 22 年７月４日（土） 他 20 回 

場 所：愛知県青年の家 他１７会場 

参加者：約 1,000 名 

担当者：赤堀 

内 容：各種科学実験 

    

    

    

    

    
 

３．第３四半期３．第３四半期３．第３四半期３．第３四半期    「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」    

日 時：平成 22 年 10 月 16 日(土) 

～12 月 26 日（日） 

場 所：西尾図書館 他１９会場 

参加者：約 1,000 名 

担当者：赤堀 

内 容：各種科学実験 

 

※ ４月から 50 回開催 

※ 参加者 2,500 名を超える    

※ 昨年実績 45 回    

    

    

 

４．第４四半期４．第４四半期４．第４四半期４．第４四半期    「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」「科学実験キャラバン隊」    

日 時：平成 23 年 1 月 8 日(土)～3 月 19 日（土） 

場 所：西尾図書館はじめ７会場にて実施 

参加者：約５００名 

担当者：赤堀 

内 容：各種科学実験 

 

※ ４月から５７回開催 

※ 参加者 3,000 名を超える 

※ 昨年実績 45 回 
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（（（（３３３３））））青年の集い事業青年の集い事業青年の集い事業青年の集い事業    

１１１１．「．「．「．「ユースフォーラムユースフォーラムユースフォーラムユースフォーラム」」」」    

日 時：平成 23 年 1 月 15 日(土)～1 月 16 日（日） 

場 所：愛知県青年の家 

参加者：100 名 

担当者：赤堀 

内 容：ミュージカル体験、交流 

連携先：ＮＰＯ法人コモンビート 

 

 

    

（（（（４４４４））））インキュベーション事業インキュベーション事業インキュベーション事業インキュベーション事業    

１１１１．「．「．「．「かっこいいオトナから学べ！かっこいいオトナから学べ！かっこいいオトナから学べ！かっこいいオトナから学べ！」」」」    

日 時：平成 23 年 3 月 21 日(祝) 

場 所：愛知県青年の家 

参加者：25 名 

担当者：赤堀 

内 容：講演会、科学実験、交流 

 

 

    

（５）（５）（５）（５）コーディネートコーディネートコーディネートコーディネート事業事業事業事業    

１１１１．「．「．「．「青年の家杯・空手道大会青年の家杯・空手道大会青年の家杯・空手道大会青年の家杯・空手道大会」」」」    

日 時：平成 23 年 3 月 5 日(土)・6 日(日) 

場 所：愛知県青年の家 

参加者：200 名 

内 容：空手大会、交流会 

 

 

    

（（（（６６６６））））施設開放施設開放施設開放施設開放事業事業事業事業    

１１１１．「．「．「．「青年の家オープンデー青年の家オープンデー青年の家オープンデー青年の家オープンデー」」」」    

日 時：平成 22 年 10 月 24 日(日) 

場 所：愛知県青年の家 

参加者：200 名 

内 容：オリエンテーリング、科学実験、工作 

ストローハウス(防災)、バーベキュー 

連携先：愛知学泉大学 
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ⅣⅣⅣⅣ....まとめまとめまとめまとめ    

    

１．23 年度以降 5 年間の指定管理が決定した 

（１）施設･設備老朽化への対応・・・年間 300 万円程度必要 

（２）経費削減 

（３）経理事務等の見直しと強化 

（４）平成 23 年度豊橋青少年センターと連携して、事業の拡大を図る 

（５）来年度の人事構成の検討 

２．科学実験キャラバン隊の事業化を検討 
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■ＮＰＯ・市民団体支援 
NPO SUPPORT 

 

昨年度まで進めてきたボランティアや市民活動を支援するセンターの管理運営を中心とする事業を引き続

き実施していきます。今後は地域内分権がより進むことが予測されるため、それぞれの行政区域の特性を活か

す事業が求められています。 

指定管理者による施設の運営とあわせて、ボランティア及び市民活動の促進を目的に、ＮＰＯとしての特性

やノウハウを活かした事業をさらに展開していきたいと考えます。 

 

  

● 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概 要要要要    

場 所 ： 刈谷市寿町 1-409 

電 話 ： 0566-62-8231 

フ ァ ク ス ： 0566-62-8232 

Ｅ－ＭＡＩＬ :  kcv109box@katch.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.katch.ne.jp/~kcv109box/ 

開 館 時 間 ： 10 時～21 時 但し、日曜日 10 時～17 時 

休 館 日 ： 毎週月曜日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

主 な 施 設 ： 交流スペース、談話スペース、作業スペース、情報スペース、メールボックス、ロッカー、 

障がい者用トイレ、駐車場 

使 用 料 金 ： コピー機使用は実費負担、印刷機は無料。但し用紙は利用者が持参 

※施設、ロッカー、その他機材使用は無料 

談話スペース ：登録団体が打ち合わせ、団体間の交流の場として利用。 

※テーブルは 2 島有り 18 席と 18 席、36 席で利用することも可能 

ロ ッ カ ー ： 活動に必要な備品などを保管する場所として利用。（ロッカー数は、27 個） 

メールボックス ： 各団体間の連絡、文書・チラシの配布や団体宛の郵便物、ファックスの一時保管場所として利用。 

（メールボックスの数は、36 個） 

作業スペース ： 印刷機、紙折機、製本機、丁合機、裁断機、紙そろえ機、ラミネーターを設置。 

 ＊貸出備品：プロジェクター、ノートパソコン、スタッフコート（10 着）、クリスマスツリー（2 セット）、サンタクロースの衣

装、スポットライト、バルーンアート空気入れ（５本）、ビンゴマシン、布ぞうり製作台（6 台）、小型プロジ

ェクター、 レーザーポインター、ハンドベル、防災カルタ、非常持ち出しゲーム、紙芝居枠、グルーガ

ン、名札、腕章 

 

ⅠⅠⅠⅠ....センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務    

１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的    

（１）（１）（１）（１）業 務業 務業 務業 務 名名名名    ：：：：    刈谷市民ボランティア活動支援センター管理運営委託    

（２（２（２（２））））事業の目事業の目事業の目事業の目的的的的    ：：：：    様々な分野で活躍する市民ボランティア活動団体を支援するとともに、活動に対する市

民の意識啓発を図り、市民ボランティア活動を推進する 

（３）（３）（３）（３）実 施 期実 施 期実 施 期実 施 期 間間間間    ：：：：    平成 22 年 4 月 1 日(土)～平成 23 年 3 月 31 日(土) 

（指定管理＝平成 23 年 3 月 31 日まで→平成 24 年 3 月 31 日までに 1 年延長） 

センター外観 
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２．刈谷市民ボランティア活動支援センター２．刈谷市民ボランティア活動支援センター２．刈谷市民ボランティア活動支援センター２．刈谷市民ボランティア活動支援センターの任務の任務の任務の任務    

（１）情報の収集・提供業務 

①「かりや市民ボランティア活動情報サイト」（ボランティア情報サイト）の管理運営、登録団体の入力作業、

イベント情報・ボランティア募集などのコーディネート業務、サイト利用操作説明など 

②刈谷市民ボランティア活動支援センターのＨＰ作成及び維持管理 

③メールマガジン及び情報誌（ぼらっち。）等の発行 

（２）活動場所の提供業務 

①談話室の予約受付、貸出し等利用申し込みの対応 

②印刷機器等設備の利用に関する事務 

（３）意識啓発・普及業務 

①意識啓発活動の実施（業務全体を通じて） 

②啓発チラシパンフレット等の作成・更新 

（４）人材育成・交流業務 

①人材育成のための研修会を企画・運営（スキルアップ講座等） 

②市民ボランティア活動団体の交流機会を増加するネットワーク構築 

（ＮＰＯ・ボランティア活動に精通した講師をお呼びし、車座集会を開催） 

（５）相談・連絡調整業務 

①市民ボランティア活動に関する市民からの相談窓口としての機能（マッチング活動） 

②ＮＰＯ法人認証取得のための相談への対応 

 

Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．21212121 年度年度年度年度のののの実績実績実績実績    

毎年、前年実績の 5％向上を目標として、取り組んできた。けれども、表１のように、総来館者数は、障がい者デ

イサービス団体の定期訪問がなくなったのが大きな要因で未達成となった。 

但し、センター機能を評価する、団体登録、相談件数、マッチング件数は目標を達成している。 

●従業員の人数：6 人が 2 シフトで、常時 2 人で対応している。 

 

●受益対象者の範囲および人数 

 刈谷市民を中心に総来館者人員に対して寄与してきた。（表１の総来館者数を参照） 

表１表１表１表１    目標と実績目標と実績目標と実績目標と実績    ＊Ｈ15 年は半年間の活動実績。 Ｈ20年に個人会員の見直しを実施し 45 人が退会。  

ＨＨＨＨ15151515 年年年年    ＨＨＨＨ16161616 年年年年    ＨＨＨＨ17171717 年年年年    ＨＨＨＨ18181818 年年年年    ＨＨＨＨ19191919 年年年年    ＨＨＨＨ20202020 年年年年    H21H21H21H21 年実績年実績年実績年実績        

実実実実    績績績績    実実実実    績績績績 実実実実    績績績績 実実実実    績績績績 実実実実    績績績績 実実実実    績績績績 実実実実    績績績績    前年比前年比前年比前年比    

総来館者数総来館者数総来館者数総来館者数    2,5122,5122,5122,512 人人人人    6,2606,2606,2606,260    6,9176,9176,9176,917    8,3928,3928,3928,392    11,07211,07211,07211,072    12,31312,31312,31312,313    11111111,,,,986986986986 人人人人    97979797％％％％    

相談件数相談件数相談件数相談件数    139139139139 件件件件    227227227227    472472472472    554554554554    624624624624    706706706706    742742742742 件件件件    105105105105％％％％    

マッチング件数マッチング件数マッチング件数マッチング件数    11111111 件件件件    49494949    54545454    62626262    71717171    78787878    86868686 件件件件    110110110110％％％％    

団体登録団体登録団体登録団体登録    130130130130 団体団体団体団体    179179179179    208208208208    227227227227    253253253253    284284284284    319319319319 団体団体団体団体    112112112112％％％％    

個人登録者個人登録者個人登録者個人登録者    7777 人人人人    33333333    62626262    105105105105    129129129129    116116116116    150150150150 人人人人    121212129999％％％％    
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    車座集会（5回の計画→5回実施）、スキルアップ講座（5 回の計画→11 回実施）、特別企画として 7回 

追加実施し、年度計画を大きく上回って実施してきた。また「こらぼレポ（協働事例集）」の作成など、

「刈谷市共存・協働のまちづくり推進条例」が施行された協働元年にふさわしい活動をしてきた。 

 

Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．22222222 年度年度年度年度の環境と目標の環境と目標の環境と目標の環境と目標    
1.1 地域の環境 

（1）刈谷市市民活動支援基金など協働促進事業の推進 

（2）刈谷市市制 60 周年コラボ事業の推進 

（3）ＣＯＰ10 が開催されるなど環境（エコ）推進が地球規模で課題である。 

（4）トリエンナーレやＭａｋｅ ａ ＣＨＡＮＧＥ Ｄａｙなどイベント開催 

1.2 センターをとりまく環境 

（1）刈谷市会計監査：10 月実施予定 

（2）来年度は指定管理者の再公募の年である。 

（3）来年度は新センターの改装の年である。 

2.1 狙い 

市民に頼りにされる（ＮＰＯ愛知ネットでなくては困る）センターをめざす。 

2.2 目標： 

（1）前年実績の 5％以上のアップをメドに活動する。 

（2）次期指定管理者として受託できるような実績を作る 

3.1 重点施策 

基本的には従来の活動を踏襲するが新規の施策として。 

（1）地球規模で課題になっているのは、地球温暖化対策であるが、刈谷市民もまだまだ低調であり、啓発が

必要であると思うので、エコに対する啓発活動をする。 

（2）刈谷市は昨年、共存・協働のまちづくり推進条例が施行された。今までは、ＮＰＯ団体を増やすとか、個

人とＮＰＯ団体とのマッチングに努めてきたが、今後は、行政、企業、ＮＰＯなど団体間のマッチングにも重点

をおいて取り組む。 

（3）今年からスタートした「刈谷市市民活動支援基金」の浸透を図る。 

 

ⅣⅣⅣⅣ. . . . 第第第第４４４４四半期の四半期の四半期の四半期の目標と実績目標と実績目標と実績目標と実績    

ＨＨＨＨ21212121 年年年年    ＨＨＨＨ22222222 年年年年目標目標目標目標と実績と実績と実績と実績    H22H22H22H22 年度の評価年度の評価年度の評価年度の評価                    

実実実実    績績績績    年度年度年度年度目標目標目標目標    年度実績年度実績年度実績年度実績    対前年比対前年比対前年比対前年比    目標目標目標目標達成率達成率達成率達成率        

総来館者数総来館者数総来館者数総来館者数    11,986 人 12,585 人 １２,692 人 １０６％ １０１％ ○ 

相談件数相談件数相談件数相談件数    742 件 779 件 861 件 １１６％ １１１％ ◎ 

マッチング件数マッチング件数マッチング件数マッチング件数    86 件 90 件 90 件 １０５％ １００％ ○ 

団体登録団体登録団体登録団体登録    319 団体 335 団体 337 団体 １０６％ 101％ ○ 

個人登録者個人登録者個人登録者個人登録者    150 人 158 人 172 人 １１５％ 109％ ◎ 

    
＊１．イベントの追加など積極的な目標達成活動を行い、総来館者数なども含め、全ての管理項目を達成

することができた。特に相談件数と個人登録者の伸びは大きい。 

 

＊２．刈谷市制６０周年イベント「コラボ６０」の申請書の書き方など、協働・助成金に関する相談が増えてき

た。 

 

  

＊３．東北大震災（３月１１日）の後に個人登録者が急に増えた。 
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実施したイベント実施したイベント実施したイベント実施したイベント    
年度計画は、車座集会年度計画は、車座集会年度計画は、車座集会年度計画は、車座集会 5555 回以上、スキルアップ講座回以上、スキルアップ講座回以上、スキルアップ講座回以上、スキルアップ講座 5555 回以上である。回以上である。回以上である。回以上である。    

    

１．１．１．１．    車座集会車座集会車座集会車座集会    
 

（（（（１１１１））））イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 37373737 回回回回車座集会車座集会車座集会車座集会    

日 時： 2010 年 4 月 17 日（土）18：30～20：15 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 21 名  

講 師： 中島隆宏氏 

（アジア保健研修所職員）  

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～アジアに関わる自分が変わる～というテーマで 

実施した。 

 

 

 

（（（（２２２２））））イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 36363636 回車座集会回車座集会回車座集会回車座集会    

日 時： 2010 年 4 月 24 日（土）18：30～20：15 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 22 名 

講 師： 和喜田恵介氏 

     （ＮＰＯ法人中部リサイクル運動市民の会共同代表） 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～地域×循環×志民の環境まちづくり～ 

     というテーマで実施した。 

 

 

 

（３）（３）（３）（３）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 38383838 回車座集会回車座集会回車座集会回車座集会    

日 時： 2010 年 5 月 22 日（土）13：30～17：00 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 19 名 

講 師： 藤井達雄氏（フジイ化工（株）社長） 

      平野哲孝氏（元小垣江地区長） 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～未来につなぐエコメセージ～ 

      というテーマで、リサイクル工場を見ながら 

エコキャップの話、ホタル育成の話を聞く環境 

バスツアーを実施した。 

 

 

 

（４）（４）（４）（４）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 39393939 回車座集会回車座集会回車座集会回車座集会    

日 時： 2010 年 8 月 1日（日）13：00～15：00 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 19 名 

講 師： 鵜尾雅隆氏（株式会社ファンドレックス 

代表取締役、日本ファンドレイジング協会・ 

常務理事、ファンドレイジング道場・主宰） 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～ファンが増えて、元気が集まる活動志金集め～ 

ワークショップ形式で参加者のみなさんの 

活動状況や活動資金集めの好事例などを 

話し合った。 
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（（（（５）５）５）５）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 40404040 回車座集会回車座集会回車座集会回車座集会    

日 時： 2010 年 11 月 15 日（月）13：00～16：30 

場 所： 七福醸造株式会社 碧南工場 

参加者： 25 名 

講 師： 犬塚敦統氏（七福醸造株式会社 社長） 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～七福醸造ありがとうの里を訪ねてみませんか～ 

刈谷市のバスにて、七福醸造の碧南工場 

     （ありがとうの里）を見学及び犬塚社長 

     の人材育成の講話を頂いた。 

 

 

 
（６）（６）（６）（６）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 41414141 回車座集会回車座集会回車座集会回車座集会    

日 時： 2010 年 11 月 19 日（金）18：30～20：15 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 18 名 

講 師： 木村真樹氏 

     コミュニティ・ユース・バンクｍｏｍｏ 

     代表理事 
担当者： スタッフ全員 
内 容： ～市民活動におけるコミュニケーションのあり方～ 

     というテーマでスピーチを頂いたあと広報力アップ 

について意見交換を行った。 

 

 

 

（７）（７）（７）（７）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 42424242 回車座集会回車座集会回車座集会回車座集会    

日 時： 2011 年 2 月 19 日（土）18：30～20：15 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 25 名 

講 師： 小杉裕一郎氏 

     オイスカ中部日本研修センター 副所長 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～農業を通じた人づくり・国づくり～ 

     地球環境を守るＮＧＯというテーマでスピーチを 

いただいたあと全員で意見交換を行った。 

 

 

 

 

＊＊＊＊車座集会は車座集会は車座集会は車座集会は    計画（計画（計画（計画（５回以上）を上回り５回以上）を上回り５回以上）を上回り５回以上）を上回り、、、、７回実施してきた。７回実施してきた。７回実施してきた。７回実施してきた。    

    

 

 

２．２．２．２．スキルアップ講座スキルアップ講座スキルアップ講座スキルアップ講座    

    
（（（（１１１１））））イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 40404040 回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座    

日 時： 2010 年 4 月 1日（木）～4日（日）終日 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 79 人 

講 師： 進行 センタースタッフ 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～収集ボランティア特別週間～ 

    誰でも気軽にできる収集ボランティアの 

体験週間として実施した。 
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（２）（２）（２）（２）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 41414141 回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座    

日 時： 2010 年 7 月 30 日（金） 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 20 人 

講 師： 清水敏和氏 北野幸助氏 田中清博氏 

（刈谷おもちゃ病院） 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～間伐材で自然のオブジェづくり～ 

間伐材のオブジェクト作りを実施。 

 

 

 

 
（３）（３）（３）（３）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 42424242 回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座    

日 時： 2010 年 9 月 18 日（土）18：30～20：15 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 26 人 

講 師： アンナ・ミー・ヒエン氏 

担当者： スタッフ全員 

内 容： 国際理解講座 

ベトナム・ホーチミン市のストリートチルドレンの 

現状と取り組みについてお話いただいた 

 
 

 

 

（４）（４）（４）（４）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 44443333 回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座    

日 時： 2010 年 10 月 22 日（金）～24 日（日） 

10：00～21：00 日曜日は 17：00 まで 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 36 組（72 人） 

講 師： スタッフ 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～第 2回 make a CHANGE Day ～に参加し、 

    テーマは、ちょボラでつなぐ刈谷の輪！ 

    でだれでも気楽にできるボランティア、 

    収集ボランティアを実施した。今年は急遽 

    森の熊さんにどんぐりの収集も行った。 

 

 

 

 
（５）（５）（５）（５）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 44444444 回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座    

日 時： 2010 年 11 月 28 日（日）10：30～12：00 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 18 人 

講 師： 米田正寛氏 

    （財）少林寺拳法連盟 刈谷南支部長 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～護身術体験教室 自分を守ろう。心を磨こう！～ 

    というテーマで護身術を身に付けるとともに、 

ボランティアのお話をしてもらった。 
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（６）（６）（６）（６）イベント名イベント名イベント名イベント名    第第第第 44445555 回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座回スキルアップ講座    

日 時： 2011 年 2 月 13 日（日）・26 日（土）3月 13 日（日） 

10：30～12：00（13 日は 14：00 迄） 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 29 人 

講 師： 神谷芳磨氏 

     バルーンアート隊よしま～ず隊長 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～バルーンアートに挑戦～ 

    地域活動で人気の高いバルーンアートを習って 

もらうために開催した。3月 13 日は、実践編として 

「遊防災」の会場で体験した。 

 

 

 

３．特別イベン３．特別イベン３．特別イベン３．特別イベントトトト    

    
（１）（１）（１）（１）    NPONPONPONPO アピール情報講座アピール情報講座アピール情報講座アピール情報講座    

日 時： 2010 年 9 月 29 日（水）18：30～20：30 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 12 人 

講 師： ボランタリーネイバーズスタッフ、 

当センタースタッフ 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～NPO アピール情報講座～自分たちの活動に「共感」 

してもらうためのセミナー 

情報発信の基本や具体的な発信事例についてお話を 

いただいた。支援センターでは、支援センターの 

情報サイトの PR をした。 

 

 

 

 

（２）（２）（２）（２）    刈谷市民活動支援基金の補助金説明刈谷市民活動支援基金の補助金説明刈谷市民活動支援基金の補助金説明刈谷市民活動支援基金の補助金説明会会会会    

 日 時： 2010 年 9 月 30 日（木）18：30～20：00 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 18 人 

講 師： 刈谷市役所職員、当センタースタッフ 

担当者： 刈谷市役所職員、スタッフ全員 

内 容： 今年度から始まった、刈谷市民活動支援基金の 

補助金の説明を刈谷市役所担当課が実施。 

支援センターは、ほかの補助金の説明を行った。 

 

 

 

 

（（（（３３３３））））    ７周年感謝祭７周年感謝祭７周年感謝祭７周年感謝祭    

 日 時： 2010 年 10 月 1 日（金）10：00～21：00 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 90 人 

講 師： 当センタースタッフ 

担当者： スタッフ全員 

内 容： 支援センターは 10 月 1日で丸 7 年を迎えた。 

     利用者はじめ、関係者に感謝の意味を込めて 

     感謝祭を行った。来館者にはぜんざいと企業から 

いただいた記念品をプレゼントした。 
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（（（（４４４４））））    防災啓発デー防災啓発デー防災啓発デー防災啓発デー    

 日 時： 2010 年 12 月 21 日（火）12：00～13：00       

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

参加者： 24 人 

講 師： 当センタースタッフ 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～非常食とゲームで減災啓発～ 

アルファ米とあったか吸い物で昼食をし、 

防災クイズを防災ビンゴゲームで楽しい 

一時を過ごしてもらった。 

    

    

    

（（（（５５５５））））    あそぼうさい（遊防災）あそぼうさい（遊防災）あそぼうさい（遊防災）あそぼうさい（遊防災）    

日 時： 2011 年 3 月 13 日（日）10：30～14：00       

参加者： 139 人 

場 所： 刈谷市民ボランティア活動支援センター 

講 師： 当センタースタッフ 

担当者： スタッフ全員 

内 容： ～防災について遊んで学ぼう～ 

     子ども連れの家族、高齢者などを対象に 

     非常食の炊きだし、防災ゲーム、応急手当など 

     の体験した。また東北大震災の募金も行った。 

    

    

    

ⅣⅣⅣⅣ....まとめまとめまとめまとめ    

１．１．１．１．機器の充実機器の充実機器の充実機器の充実 

帳合機が新品に更新、コピー機はカラーに更新、またスタッフ用パソコンも更新された。 

カラーコピーになったことで、コンビニより安く、落ち着いてできると一般市民も利用してくれるようになった。 

             

２．２．２．２．数値目標は数値目標は数値目標は数値目標は全て達成全て達成全て達成全て達成    

イベントの追加など積極的な目標達成活動を行い、総来館者数なども含め、全ての管理項目を達成する 

ことができた。特に相談件数と個人登録者の伸びは大きい。また、予算管理も黒字であり問題はなし。 

   イベントについては、計画以上の実績であり、支援センター活性化につながっていると判断する。 

 年間目標 年間実績   備考 

車座集会 5 回以上 ７回開催  予定以上実施 

スキルアップ講座 5 回以上 6 回開催 予定以上実施 

特別イベント  － 5 回開催  追加で実施 

 計 10 回以上 18 回開催  

＊１．講座の内容は、世界規模の課題である地球環境問題及び協働の時代であることから、助成金の活

用や団体の活動を上手にアピールするレベルアップの講座を取り入れた。 

＊２．７周年記念イベントを急遽、10 月 1 日に開催したが刈谷市からは、竹中市長、岡田副市長、鶴見部    

長始め職員、企業、の関係者も大勢来館され、支援センターの期待度が高いことを再認識した。 

 

３．３．３．３．市役所の監査市役所の監査市役所の監査市役所の監査    

・10 月 27 日刈谷市の監査が実施された。古田監事様等の日頃のご指導のおかげで「指摘事項なし」 

であった。 

・今後も監査時の管理を維持向上し体質改善につなげていく所存である。 
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４４４４．東北大震災．東北大震災．東北大震災．東北大震災    

センターに募金箱設置及び刈谷市の支援物資受付を市民に PR したり受付ボランティアの募集などを行

ってきたが、今後の継続課題でもある。 

 

５．５．５．５．スタッフの人材育成スタッフの人材育成スタッフの人材育成スタッフの人材育成    

・定例ミーティング後の研修（毎回 30 分） 

・防災科研主催の防災ラジオドラマコンテストに応募。12 月 13 日（月）ＦＭピッチで放送された。 

・ボランティアコーディネーション 2 級に田中スタッフ合格。               以上 

 

    

ⅤⅤⅤⅤ．２３年度の課題．２３年度の課題．２３年度の課題．２３年度の課題    

１１１１．．．．考え方考え方考え方考え方    

   センター設立当初から管理運営の委託をうけ、「市民から愛され、信頼されるセンター」をめざし

て活動してきた。21 年 2月には刈谷市共存・協働のまちづくり推進基本方針が策定、それに基づき、

4 月には共存・協働まちづくりの推進条例が施行された。さらに 22 年度は市民活動支援基金制度が

でき、また市制 60 周年記念事業としてコラボ６０の事業などが実施され、センターとしてもコラボ

の時代の幕開けを意識して取り組んできた。また活動分野では、環境保全(エコ)が世界的な課題で

あることを認識して、イベントなどのテーマに折込み啓発してきた。今年度はさらに、3 月 11 日に

は東日本大震災が発災し復興支援、定住自立圏形成の協定が締結された。そして第７次総合計画も

策定されて支援センターの課題もあがっている。これらも新規課題として取組んでいく必要がある。

そして指定管理者としての締めくくりの年でもあり、指定管理者としての強みを発揮して活動する。 

 

２．継続課題として２．継続課題として２．継続課題として２．継続課題として 

（１）共存・協働の時代にふさわしい支援（マッチング活動） 

（２）地球環境の分野への啓発 

３．新規課題として３．新規課題として３．新規課題として３．新規課題として    

（３）東日本大震災のボランティア的復興支援のサポート 

（４）定住自立圏形成の準備 

（５）新センターへの移設準備 

（６）第７次総合計画の数値目標を意識した年度目標の立案 

を考慮し、市民に役に立つセンターの構築を図る。 
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■ＮＰＯ・市民団体支援 
                                          

●安城市民●安城市民●安城市民●安城市民活動活動活動活動センターセンターセンターセンター「愛称：わくわくセンター」「愛称：わくわくセンター」「愛称：わくわくセンター」「愛称：わくわくセンター」    

センターの概要センターの概要センターの概要センターの概要        

場 所：安城市大東町１１番３号 

電 話：0566－7１－0601 

ﾌｧｯｸｽ：0566－71－0668 

E-mail：center@katch.ne.jp 

http：//www.katch.ne.jp/~center 

開館時間：9時～21時（ただし希望者には22時までの延長可能） 

休  館：毎週月曜日 但し、月曜日が祝日の場合は直後の休みでない日が休館及び年末年始 

主な施設：市民交流スペース(有料)、市民活動スペース(無料)、障がい者用トイレ、 

駐車場（計187台収容） 

・市民交流スペース：多目的ホール180名、会議室24名、調理実習室25名、第１音楽室5名、 

第2音楽室8名 

・市民活動スペース：活動室24名、第１和室12名、第2和室6名、打合せコーナ18名 

・作業スペース：印刷機・紙折機・裁断機・丁合機・製本機・電動ホチキス・ラミネータ 

・情報スペース：インターネット接続のパソコン３台・カラープリンター・ちらしラック 

そ の 他：大型プリンター・カラープリンター・コピー機・ロッカー36個・ 

貸出備品：プロジェクター、スクリーン、ノートパソコン 

    

Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務    

１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的    

（１）業 務 名：安城市民交流センター管理運営及び安城市民活動センター管理運営委託 

（２）事業の目的：世代を超えた市民相互の交流促進及び市民活動の活性化を図る。市民活動センターは、様々な分

野で活躍する市民ボランティア活動団体を支援するとともに、活動に対する市民の意識啓発を図り、

市民ボランティア活動を推進する。 

（３）実 施 期 間：平成22年4月1日～平成25年3月31日 

 

２．市民活動センターの任務２．市民活動センターの任務２．市民活動センターの任務２．市民活動センターの任務    

（１）情報の収集・提供業務：あんじょう情報サイト、メルマガ、ＨＰ等の維持管理 

 （２）活動場所の提供業務：施設利用、機器の活用等の管理と団体運営の相談業務の遂行 

 （３）意識啓発・普及業務：各種説明会、施設めぐり対応、社協・生涯学習課との連携 

（４）人材育成・交流業務：スキルアップ講座、ミニ講座等を通した人材育成に関する企画・運営 

 （５）相談・連絡調整業務：ＮＰＯ立ち上げ相談、各種マッチング活動の推進。 

 

※ 平成22年4月1日より、秋葉いこいの広場より安城市民交流センターに移転。 
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Ⅱ．目標・計画と実績  （H22 年度実績は H23 年3 月末現在） 

    

１．センターの利用実績１．センターの利用実績１．センターの利用実績１．センターの利用実績 （平成16年1月5日 安城市民活動センター設立、運営） 
(１）団体登録（平成16年度は平成17年1～3月の実績）総登録数：354団体 

 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 

登録団体数 54団体 114団体 53団体 28団体 25団体 23団体 57団体 

※平成22年度の新規団体登録数は65団体の実績であるが、8団体の削除で57団体となった。 

 

（２）個人登録 総登録者数：89名 

 ※平成21年の登録は20名の実績であるが、2名の削除で18名となった。 

 

（３）安城市民活動センターの利用者 【 41,454名 】 

平成17年1月5日開設からの来館人員：30,161名+11,293名 

 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 

来 館 者 数 1,057名 4,418名 5,181名 5,836名 6,047名 7,622名 11,293名 

会 議 人 員 数 245名 912名 974名 1,565名 2,308名 3,354名 9,318名 

印刷作業人数 151名 894名 1,426名 1,400名 1,354名 1,373名 1,654名 

その他来館者数 558名 2,287名 2,282名 2,545名 2,108名 2,895名 321名 

 ※平成22年度の実績  

①来館数は,市民交流センター内1階市民活動スペース利用者数） 

②会議人員は,活動室、和室1・2、打合せコーナの利用者合計数 

③その他来館者数は,パソコン利用者とした。 

 

 
２．相談機能の向上２．相談機能の向上２．相談機能の向上２．相談機能の向上        
（１）相談・マッチング実績（マッチング総数241件+49件＝290件） 

 Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 H21年度 Ｈ22年度 

相 談 件 数 103件 325件 499件 326件 277件 225件 249件 

マッチング件数 1件 12件 58件 59件 63件 48件 49件 

       ※マッチング実績は、安城市民活動センターの評価尺度の一つと考え、親身な相談対応が更なる幅広いマッチン

グ活動に結びついてゆく。 

 

Ⅲ．実施したイベント 

 

１． わくわくサロン   総参加人員：１０６名 

 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 20年度 H21年度 Ｈ22年度 

登 録 者 数 10人 14人 24人 7人 12名 18名 4名 
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①第32回わくわくサロン 

 日 時：平成22年4月24日（土）18：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 活動室 

 ゲスト：「福祉工房あいち」代表  

加藤 源重さん 

 参加数：21名 

内 容：「三河のエジソン」の挑戦 
  ～あきらめない！モノづくりにかける人生～  

 

     

②第33回わくわくサロン 

 日 時：平成22年8月1日（日）10：00～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 ゲスト：日本ファンドレージング協会  

常務理 事：鵜尾 雅隆さん 

 参加数：15名 

  内 容：ファンが増える、元気が集まる、私に見合

った志金集め 

 

 

                 

③第34回わくわくサロン 

 日 時：平成22年10月2日（土）18：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 ゲスト：刈谷ハイウェイオアシス 管理部長 

     澤田 忍さん 

 参加数：２２名 

 内 容：刈谷ハイウェイオアシス運営の秘訣 

 

 

     

④第36回わくわくサロン 

 日 時：平成22年11月17日（水）13：30～ 

 内 容：安城のNPO訪問ツアー 

 場 所：喫茶ふう 

     安城若者サポートセンター 

参加数：18名 （スタッフ4名含む） 

 内 容：市内で活動するＮＰＯの現場を体験しよう。 
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⑤第35回わくわくサロン 

 日 時：平際22年11月27日（土）18：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 ゲスト：牧野 明広さん 

     NPO法人やらまいか人まちサポート理事長 

 参加数：15名 

 内 容：市民手づくりの活きいき町おこし 

～市民がつくるイベント「きずなツリーの木の下に～ 

 

 

 

 

     

⑥第35回わくわくサロン 

 日 時：平際23年1月21日（金）18：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 ゲスト：木村 真樹さん 

コミュニティ・ユースバンクMOMO代表理事 

 参加数：15名 

内 容：市民活動における 

コミュニケーションのあり方。 

     

  

２． スキルアップ講座    総参加人員：56 名（MAKE A CHANGE DAY、チラシ大賞含ない） 

①第22回スキルアップ講座 

 日 時：平成22年5月16日（日）13：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 内 容：市民活動団体向け エクセル入門 

 講 師：安城市民活動センター スタッフ 

     中田 寿広さん 

 参加数：12名（先着15名） 

 

 

 

      

②第23回スキルアップ講座 

 日 時：平成22年7月24日（土）18：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 内 容：助成金を活かそう！ 

伝わる申請書の書き方 

 講 師：安城市民活動センター スタッフ 

     舟橋 正浩さん 

 参加数：16名（先着20名） 
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③第24回スキルアップ講座 

 日 時：平成22年9月12日（日）13：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 内 容：EXCEL会計講座 

 講 師：パソコン ほっぷ 

 参加数：15名 

 
 

④第25回スキルアップ講座 

「MAKE A CHANGE DAY IN わくセン」 

 日 時：平成22年10月23日9：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

内 容：新聞DE エコバック・ 

エコキャップアート 

  

 

      

⑤第26回スキルアップ講座 

 日 時：平成22年12月 4日18：30～ 

 場 所：安城市民交流センター 

 内 容：自分たちの活動に 

「共感」してもらうためのセミナー 

（NPO法人ボランタリーネイバーズ受託事業共催） 

 参加数：13名 
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⑥第27回スキルアップ講座 ・チラシ大賞 

 ４回の予備審査 ・8月11日 34作品→4作品 

・10月6日 18作品→3作品 

・12月8日 17作品→3作品 

 １～３回の10作品から5作品に絞り込み 

         ・12月8日 10作品→5作品 

 

 ５作品の市民投票・12月～12月末 

         ・わくわく交流会当日 

 チラシ大賞の決定・わくわく交流会当日 

  ・チラシ大賞  ：葦船乗船会 

  ・市民賞    ：大盆踊り大会 

  ・審査員特別賞 ：土の生命・人の生命 

  ・努力賞    ：安城七夕まつり親善大使 

  ・市民活動奨励賞：子どもの心をスケッチしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ちらし大賞作品 

    

 

     

  

  

  

  

  

  

  

  

  

           

市民賞作品 

    

３．わくわく交流会の開催 

『わくわく交流会2011』 

日 時：平成23年2月13日13：00～16：30 

場 所：安城市民交流センター 

内 容： 

・新井副市長 基調講演 

   「市民活動と環境への取り組み」 

 ・チラシ大賞プレゼン、大賞本審査、表彰 

 ・団体交流会 

   ＊新規登録団体発表会 

   ＊名刺交換 

   ＊助成金交付団体の発表 

 

 

参加人員：70名  

（37団体+運営委員会+チラシ大賞審査員） 
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ⅣⅣⅣⅣ....その他その他その他その他    

    

1.1.1.1.市民交流センター利用人員市民交流センター利用人員市民交流センター利用人員市民交流センター利用人員    

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 小計 

1,162 名 1,243 名 1,992 名 1,267 名 2,324 名 1,746 名 9,734 名 

10 月 11 月 12 月 H23.1 月 2 月 3 月 総合計 

1,695 名 2,134 名 2,665 名 1,625 名 1,545 名 1,952 名 21,350 名 

 

    

2.2.2.2.市民交流センター有料施設入金状況市民交流センター有料施設入金状況市民交流センター有料施設入金状況市民交流センター有料施設入金状況    

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 小計 

186,850 円 108,830 円 187,170 円 153,960 円 167,510 円 229,070 円 1,033,390 円 

10 月 11 月 12 月 H23.1 月 2 月 3 月 総合計 

183,340 円 168,060 円 208,820 円 175,850 円 161,480 円 233,980 円 2,164,920 円 

    

    

3.3.3.3.交流センターまつり交流センターまつり交流センターまつり交流センターまつり    

日  時：平成22年11月21日10：00～15：00 

場  所：安城市民交流センター 

主  催：安城市民交流センターまつり実行委員会 

協力団体：安希の会、安城消費生活学校 

安城まちの学校、グリーンそう 

自然に学びローゼルを育てる会 

橋目みどりの会 

内  容  

 １ 階 ・子ども服かえっこバザール 

     ・ささ山木工クラブ木でつくるペン立て 

     ・パソコンで描く、似顔絵講座 

 ２ 階 多目的ホール 

     ・さまざまな団体のステージ発表 

・ 安城市内の福祉施設による 

スイーツ＆製品販売 

 

 

会議室 

・美味しい日本茶の淹れ方講座 

    調理実習室 

      ・高校生のみなさんによる 

         ローゼルスイーツの披露＆試食 

     ロビー 

・ お汁粉ふるまい 

 

 

 

 



- 40 - 

参加状況：１階スペース―200名 

     ２階スペース―515名 

所 見 

安城市民交流センターのＨ22.4 月オー

プンで初回のセンターまつり開催であっ

たが、多くの人たちが参加してくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅤⅤⅤⅤ．今後の計画・残された課題．今後の計画・残された課題．今後の計画・残された課題．今後の計画・残された課題    

    

1. 安城市民活動センター・市民交流センターのスムースな運営、展開。 

（１）音楽室利用の利用講習会の継続開催と音楽機器の使用方法統一。 

（２）市民交流センター運営委員会開催と運営委員の企画、運営への参画体制整備。 

（３）市民交流センター施設機器の取り扱い要領の統一。特に消防、防災機器    

      
   2. 平成23 年度の市民交流センター・市民活動センターの事業計画の立案。 

   （１）わくわくサロン、スキルアップ講座の方向付け 

  （２）市民交流センターまつり、わくわく交流会のサポータとの企画・運営等 
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センター外観 

● 大府市民活動センター【愛称：コラビア】 

セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概 要要要要    

場 所 ： 大府市森岡町 4 丁目 8 番地 

電 話 ： 0562-44-8500 

フ ァ ク ス ： 0562-44-8511 

Ｅ－ＭＡＩＬ :  collabia@ma.medias.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.medias.co.jp/~collabia/ 

開 館 時 間 ： 9 時～22 時 

休 館 日 ： 毎週月曜日、お盆（8 月 13,14,15 日） 

年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

主 な 施 設 ：１．中央ロビースペース 

２．受付・相談窓口（事務室） 

３．交流スペース 

４．情報コーナー 

５．印刷室（作業室） 

６．貸ロッカー 

７．第１（大）会議室 

８．第２（小）会議室 

９．給湯室（会議室脇） 

１０．団体活動室 

（インキュベート・オフィス） 

１１．料理室（ワンデーシェフ用） 

１２．多目的トイレ 

１３．相談室 

１．中央ロビースペース：エントランスから見渡すことのでき

る、広々としたスペースです。絵画や写真など

の作品を展示したり、ちょっとしたおしゃべりや

談話スペースとしても利用できます。 

２．受付・相談窓口：コラビア・スタッフ２名が常駐します。 

３．交流スペース：だれでも、予約なしに自由に利用できるスペースです。昼食時は「日替わりランチスペース・こらび

庵」がオープンしています。 

４．情報コーナー：中央ロビーを挟んで、受付・相談窓口の向かい側にある情報コーナーです。インターネットに接続で

きるパソコンが２台あって、予約なしにご利用できます。 

５．印刷室（作業室）：印刷室には、印刷機、紙そろえ機、裁断機、帳合機、紙折り機、製本機、およびＡ１サイズカラー

プリンター（長尺印刷化）などがそろっています。印刷機は３色刷の最新鋭機です。 

６．貸ロッカー：各団体さんの持ち物（用紙、筆記用具など）を保管することができます。 

７．第１（大）会議室：机が１０脚、イスが３０脚、ホワイトボードを備えています。会議室にもインターネットへの接続口があ

り、どこからでもインターネットに接続できる環境が整っています。 

８．第２（小）会議室：机が６脚、イスが１８脚、ホワイトボードを備えています。 

９．給湯室（会議室脇）：会議室をご利用の際に必要な給湯室です。 

１０．団体活動室（インキュベート・オフィス）：活動を始めたばかりの団体さんに事務所の機能を提供します。パティショ

ンで区切られたスペースが４区画あり、机、イスとキャビネットに、インターネットの接続口と電話の接続口が

あります。 

１１．料理室：ワンデーシェフのための専用料理室です。コンロが２か所、シンクが２か所あり、いろいろな食器が３０人分

揃っています。数人が一度に料理することができます。 

１２．多目的トイレ：電動車イスでも十分に回転できるスペースを確保した、バリアフリーデザインのトイレです。 
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１３．相談室：市民活動、ボランティア活動に関する相談業務に利用します。通常は貸し出しをしておりません。 

１４．スタッフルーム：スタッフのための事務・作業室です。ミーティングをしたり、食事をしたりすることもできます。 

料 金 設 定：  

    ※使用料は大府市に直接納付する。利用料は市営管理者が受け取る。 

 

ⅠⅠⅠⅠ....センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務    

１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的    

（１）（１）（１）（１）業 務業 務業 務業 務 名名名名    ：：：：    大府市民活動センター指定管理業務    

（２）（２）（２）（２）事業の目事業の目事業の目事業の目的的的的    ：：：：    大府市協働のまちづくり推進条例に基づき、市民活動の健全な発展を図る 

市民活動： 市民等が自主的に参加して自発的に行う地域社会に貢献することを目的とする活動をいう。

ただし、次に掲げる活動を除く。 

① 営利を目的とする活動 

② 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを目的とする活動 

③ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを目的とする活動 

（３）（３）（３）（３）実 施 期実 施 期実 施 期実 施 期 間間間間    ：：：：    平成 21 年４月 1 日(水)～平成 24 年 3 月 31 日(土) までの 3 年間 

 

２．２．２．２．大府市民活動大府市民活動大府市民活動大府市民活動センターのセンターのセンターのセンターの業務内容業務内容業務内容業務内容    

（１）市民活動に関する相談及び援助に関すること。 

（２）市民活動に関する情報の収集及び提供に関すること。 

①施設内における展示等による情報提供の企画･運営 

②センターホームページの維持･更新 

③情報誌の企画及び発行（隔月 1 回程度） 

④メールマガジンの企画及び発信（月 1 回程度） 

⑤各種資料・図書等の収集及び整理並びに掲示、配架 

（３）市民及び市民団体等の相互交流事業の企画･運営 

（４）（仮称）センターまつり事業の実施 

（５）大府市主催事業（講座、セミナー、講演会等）の申込受付関連業務の実施 

（６）ワンデイシェフ方式（要：飲食店営業許可証及び菓子製造業証）による喫茶･飲食の提供 

（７）施設の利用許可等に関すること。 

①センターの利用登録及び施設（印刷室・会議室・ロッカー・メールボックス）の貸出し。 

②使用料の収受（日々集計、市への報告、市指定口座への入金業務）に関すること。 

使用料区分 単位 金額 利用料区分 単位 金額 

第１（大）会議室 1 時間 100 円 白黒コピー 1 枚 10 円 

第２（小）会議室 1 時間 50 円 カラーコピー（Ａ３） 1 枚 80 円 

団体活動室１区画 1 か月 10,000 円 カラーコピー（その他） 1 枚 50 円 

※団体発足後、3 年以内まで 5,000 円 印刷機（マスター代） 1 製版 50 円 

ロッカー１区分 1 か月 200 円 印刷機（インキ代） 1 枚・色 1 円 
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③施設及び設備の維持管理に関する業務施設の適正な維持管理にあたっては、常に良好な状態を保つよう

に努めること。 

1)管理運営業務の対象となる施設の維持管理 

2)機械設備等の保守管理 

（冷暖房機器保守管理、自動ドア保守管理、セキュリティシステム、建物・設備保守管理） 

④施設の清掃に関すること。 

1)快適な環境を保つために、施設の清掃及び鍵の管理等の日常の維持管理を行うこと。 

⑤夜間・休業日における警備を行うこと。 

１)随時施設内外を巡回し安全の確保を図ること。閉館時については、機械警備を行うこと。 

⑥駐車場の管理（利用者への案内・整理等の実施）に関すること。 

⑦センターの利用実績及び業務実施状況報告書の作成 

⑧その他 

1)緊急時対策・防災対策・防犯対策について、マニュアルを作成し職員の指導を行うこと。 

2)衛生管理については、法令を遵守した対応マニュアルを作成し、職員の指導を行うこと。 

3)個人情報保護については、大府市個人情報保護条例を遵守するとともに、職員に徹底を図ること。 

4)大府市環境方針に従うこと。 

5)その他、センター及び設備の管理に必要と認められる業務。 

 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．今年度の目標今年度の目標今年度の目標今年度の目標    

狙い：市民に認識されるセンターをめざすと同時に、市民から相談を受けられるセンターをめざす。 

目標： ①来館者数   12,600 人以上 （09 年度 10％アップ） 

     ②相談件数     186 件以上 （09 年度 10％アップ） 

重点施策 

１． 市民に広く認識してもらうよう、イベント、広報などの活動を展開する 

２． 「日替わりランチスペースこらび庵」を定常的に稼働させ、こらび庵の利用者を増やす 

３． スタッフが各自の役割を認識し、利用者に信頼される体制を構築する 

    

ⅢⅢⅢⅢ....実績実績実績実績    

    
■大府市民活動センターコラビアの稼働実績 

 目 標 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 累積 

総来館者数 12,600 人 3,723 人 5,045 人 4,167 人 5,173 人 18,108 人 

相談件数 186 件 39 件 40 件 33 件 50 件 162 件 

団体登録 ― 153 団体 162 団体 173 団体 183 団体 183 団体 

ＷＥＢ会員 ― 21 人 54 人 54 人 60 名 60 名 
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来館者数の推移来館者数の推移来館者数の推移来館者数の推移   

日付 ０９年度 １０年度 前年比 

4月度 535 1,091 204% 

5月度 589 1,172 199% 

6月度 923 1,460 158% 

7月度 1,084 1,697 157% 

8月度 694 1,627 234% 

9月度 937 1,395 149% 

10月度 1,009 1,482 147% 

11月度 1,035 1,529 148% 

12月度 998 1,482 148% 

1月度 953 1,369 144% 

2月度 1,269 1,758 139% 

3月度 1,445 2,046 142% 

合計 11,471 18,108 158% 

 

相談件数の推移相談件数の推移相談件数の推移相談件数の推移     
  

日付 ０９年度 １０年度 前年比 

4 月度 29 20 69% 

5 月度 16 8 50% 

6 月度 21 11 52% 

7 月度 12 13 108% 

8 月度 19 12 63% 

9 月度 20 16 80% 

10 月度 8 11 138% 

11 月度 4 11 275% 

12 月度 4 9 225% 

1 月度 12 11 92% 

2 月度 18 20 111% 

3 月度 6 20 333% 

合計 169 162 96% 
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■■■■実施したイベント実施したイベント実施したイベント実施したイベント    

    

（１）車座集会（１）車座集会（１）車座集会（１）車座集会    
１．１．１．１．人がすべて人がすべて人がすべて人がすべて    ====市民活動・ボランティア活動の輪を広げよう市民活動・ボランティア活動の輪を広げよう市民活動・ボランティア活動の輪を広げよう市民活動・ボランティア活動の輪を広げよう    

日 時：2010 年 7 月 3 日（土）18:30～20:00 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：１８名 

講 師：ＮＰＯ法人ボラみみより情報局 

     理事長 織田元樹氏 

 内 容：市民活動を展開するには「人がすべてである」とのお話

しを聞き、集まった皆さんで「どうしたら人が集まるの

か」、「次の世代に活動を引き継ぐにはどうしたら良いの

か」など、身近な話題で話し合いました。 

 

 

 

 

２．２．２．２．あなたの未来がこれからはじまるあなたの未来がこれからはじまるあなたの未来がこれからはじまるあなたの未来がこれからはじまる    

～男性の地域活動への参加と課題について～～男性の地域活動への参加と課題について～～男性の地域活動への参加と課題について～～男性の地域活動への参加と課題について～    

日 時：2010 年 8 月 22 日（日）18:30～ 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：46 名 

講 師：大府めん’Ｓクラブの松川典昭 

内 容：青春大学の入学式で、昨年青春大学の講師と受講者と

の両方を経験した松川さんから、ご自分がリタイアして

から大府めん‘Ｓクラブとして麺打ちを通したボランティ

ア活動をするにいたった動機や経緯をお話しいただい

た。 

 

 

 

 

３．３．３．３．共存・協働について共存・協働について共存・協働について共存・協働について    

日 時：2010 年 8 月 27 日（土）18:30～ 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：16 名 

講 師：名城大学都市情報学部昇秀樹教授 

内 容：昇先生からは、共存・協働のもとになるのは「自律」であ

り、「互助（共助）」の精神が大切である。これは、日本人

には受け入れやすい考え方だとのお話をうかがいまし

た。 
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４．高齢社会の生き方考４．高齢社会の生き方考４．高齢社会の生き方考４．高齢社会の生き方考    

        至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画    

日 時：2010 年 9 月 10 日（金）18:30～ 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：18 名 

講 師：至学館大学・大学院朝山正巳教授 

内 容：65 歳以上が高齢者と国際的に云われて 50 年。今や「高

齢者は80歳から」と考え、意識改革、エージレス社会実

現の必要性について、環境・経済の変遷・医療、社会

保障費の負担増等にふれ提言がありました。参加者か

らは有意義なエイジレ ス社会実現の発言がありまし

た。健康保持の重要性をはじめ仕事の出来る「しくみ」

等多くの発言がありました。 

    

 

5555．低い体温は万病のもと？！．低い体温は万病のもと？！．低い体温は万病のもと？！．低い体温は万病のもと？！    

日 時：2010 年１１月 23 日（火） 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：28 名 

講 師：ＮＰＯ愛知県健康管理士会 坂部恵美子氏 

内 容：参加者の方に体温を計っていただきました。そこでま

ず、ご自分の平熱を知りました。35℃台の参加者が多

かったです。日本人の平熱の平均体温は 36.89℃だそ

うです。低体温は、血液の流れが悪くなり、免疫力が低

下して病気になりやすいそうです。体を温 める生活習

慣を身につけるためのアドバイスをたくさんいただきま

した。 

 

 

６．６．６．６．地域ぐるみの見守りボランティア活動地域ぐるみの見守りボランティア活動地域ぐるみの見守りボランティア活動地域ぐるみの見守りボランティア活動    

日 時：2011 年１月 29 日（土）19:00～ 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：23 名 

講 師：大垣市宇留生地区連合自治会事務局長 大倉 弘嗣氏 

内 容：大垣市宇留生地区で自治会長として、また、連合自治

会の事務局長として活動されている大倉さんをお迎え

し、一人暮らしの高齢者や、子どもを対象とした見守り

活動についてお話しいただきました。後半は参加者（森

岡町自治区の役員さんはじめ、民生委員・人権擁護委

員など）の方と意見交換しながら地域の課題解決につ

いて話し合いました。 

    

 

 

 

((((２２２２))))スキルアップ講座スキルアップ講座スキルアップ講座スキルアップ講座    

    
1.1.1.1.    レクリエーションで交流の輪を広げましょうレクリエーションで交流の輪を広げましょうレクリエーションで交流の輪を広げましょうレクリエーションで交流の輪を広げましょう    

日 時：2010 年 5 月 22 日（土）15:00～17:00 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：20 人 

講 師：太田正孝（センタースタッフ） 

内 容：コラビアスタッフの太田正孝さんが講師を務めました。

初めは少し硬い表情だった皆さんも、ゲームをしなが

らだんだん笑顔になっていき、レクリエーションの大切

さを改めて感じたスキルアップ講座でした。 
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２２２２. . . . 明るく元気な子どもの育成明るく元気な子どもの育成明るく元気な子どもの育成明るく元気な子どもの育成    

        至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画    

日 時：2010 年 8 月 7 日（土）10:00～12:00 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：15 人 

講 師：至学館大学有澤文子教授 

内 容：おやつのあたえ方のポイントなど、子育てに必要な栄

養のお話し中心にお聞きしました。参加者の皆さんは

真剣にメモを取りながら聞いていました。大人がお話

を聞い ている間、有澤先生から頂いたレシピで、子

どもたちは簡単なおやつ①かぼちゃアイス②ヨーグ

ルトゼリー③ごはんのおやき④バナナケーキを参加

者全員で試食しました。 

    

    

３３３３．．．．読み聞かせのコツ読み聞かせのコツ読み聞かせのコツ読み聞かせのコツ    

        至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画至学館大学コラボレーション企画    

日 時：2010 年 9 月 18 日（土）10:00～12:00 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：36 人 

講 師：至学館大学付属幼稚園加藤道子先生 

内 容：加藤先生が日頃から幼稚園で体験している子どもたち

との触れ合いのなかから、子どもたちに読み聞かせる

ときのコツを伝授していただきました。講座の後、道子

先生が本を読み聞かせてくださいました。講座を受講

していた大人たちも、子どもに返って道子先生のお話

しに聞き入っていまし た。 

    

    

    

４４４４....    助成金を活かそう！伝わる申請書の書き方助成金を活かそう！伝わる申請書の書き方助成金を活かそう！伝わる申請書の書き方助成金を活かそう！伝わる申請書の書き方 

日 時：2010 年 10 月 22 日（金）14:00～15:30 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：13 人 

講 師：ＮＰＯ愛知ネット 舟橋正浩氏 

内 容：経営コンサル タントの舟橋さんに、助成金獲得のため

の申請書の書き方を教わりました。申請書をとおして

伝えることは、「自己紹介（自団体の活動内容）」と「相

手にしてあげること（申請する事業の内容）」。自分達

がやりたい事ではなく、相手が望んでいることでなけ

ればならないという、新鮮な気づきがありました。 

 

 

 

    

    チラシの作り方のコツチラシの作り方のコツチラシの作り方のコツチラシの作り方のコツ 

日 時：2010 年 12 月 17 日（金）18:30～20:30 

場 所：大府市民活動センター 会議室 

参加者：18 人 

講 師：(株)ミーツ 小島祥次氏 

内 容：雑誌の編集やチラシ、ポスターの企画・制作やホーム

ページの作成を手掛けている小島さんをお招きして

チラシの作り方のコツを伝授して頂きました。「私は何

者なのかを考えよう」、「誰に何を伝えるのかを整理し

よう」「デザインの顔つきを考えよう」などのテーマに聞

き入っていらっしゃいました。 
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((((３３３３))))コラビアコラビアコラビアコラビアイベントイベントイベントイベント    
    

１．１．１．１．中国緑茶を楽しみましょう中国緑茶を楽しみましょう中国緑茶を楽しみましょう中国緑茶を楽しみましょう    

 日 時：2010 年 4 月 24 日 

 場 所：大府市民活動センター 交流スペース 

 講 師：山本経天氏（至学館大学） 

 参加者：20 名 

 内 容：山本経天先生の楽しいお話を聞きながら、美味しい

中国緑茶（新茶）を楽しみました。歴史的なお話や、

陶器 の詳しいお話など、毎回とっても勉強になりま

す。今回は、４つのグループに分かれて、実際に自

分たちでお茶を入れました。 

 
    

２．ワンコインコンサート：ケルティックハープの調べ２．ワンコインコンサート：ケルティックハープの調べ２．ワンコインコンサート：ケルティックハープの調べ２．ワンコインコンサート：ケルティックハープの調べ    

 日 時：2010 年 5 月 16 日 14:00～15:30 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：澤田真弓氏 

 参加者：44 名 

 内 容：演奏者の澤田さんは、地域でのイベント演奏のほか

に妊婦さんを対象にしたリラクゼーションのための演

奏などを展開しています。ケルト地方の民謡、イギリス

の民謡や日本の民謡を演奏していただき、会議室は

繊細なハープの音色が響きわたりました。 

    

    

    

３．ワンコインコンサート：沖縄の伝統音楽に触れよう３．ワンコインコンサート：沖縄の伝統音楽に触れよう３．ワンコインコンサート：沖縄の伝統音楽に触れよう３．ワンコインコンサート：沖縄の伝統音楽に触れよう    

 日 時：2010 年 6 月 6 日 14:00～15:30 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：仲底豊蔵氏 

 参加者：44 名 

 内 容：沖縄の伝統横笛、そして三味線（しゃみしん）の音色

と唄を聴かせて頂きました。沖縄の方言で唄う歌は独

特な雰囲気があって、集まったみなさんの心に染み

たことでしょう。 

今回は、「まちの達人知多グループ」の加藤さんたち

とのコラボレーションで実現しました。 

    

    

    

４．４．４．４．今年も！小学生がやってきた！今年も！小学生がやってきた！今年も！小学生がやってきた！今年も！小学生がやってきた！    

 日 時：2010 年 6 月 18 日 10:30～11:30 

 場 所：大府市民活動センター 

 参加者：石ヶ瀬小学校 3 年生 

 対応者：山本、田中 

 内 容：石ヶ瀬小学校の3年生が施設見学にやってきました。

まず、【コラビア】 の会議室、キッチン、印刷室など、

施設を一通り見学してもらいました。印刷室にある紙

さばき機などの デモンストレーションに目を白黒させ

たり、熱心にスタッフに質問をする子供たちの姿がと

ても印象的でした。 
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５．中国の花茶を楽しみましょう５．中国の花茶を楽しみましょう５．中国の花茶を楽しみましょう５．中国の花茶を楽しみましょう    

 日 時：2010 年 6 月 26 日 14:00～15:30 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：山本経天氏（至学館大学） 

 参加者：20 名 

 内 容：参加者 20 名の方が、講師の山本経天先生の楽しい

お話しを聞きながら、中国の花茶（なつめ・くこのみ・

干しブドウ・菊花・さんざし・龍眼・氷砂糖・烏龍茶の８

種類をブレンドした、体に優しく、目でも楽しめる美味

しいお茶）を味わいまし た。参加者のみなさんは、自

分たちでお茶をいれて、お隣どうし会話が進みまし

た。 

 

    

６．６．６．６．コラビア交流会コラビア交流会コラビア交流会コラビア交流会    

 日 時：2010 年 7 月 24 日 9:00～12:00 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 参加者：26 団体 49 名 

 内 容：登録団体「バレエサークル CHUCHU」さんのかわい

らしいバレエの発表とアクティブおおぶ１８さんによる

健康体操から交流会が始まりました。ワンデイシェフ

さんの協力を得たおいしいお菓子＆お茶をはさん

で、登録団体さんの活動発表タイムやファンドレイジ

ングの説明「楽しむことが誰かのためになる」を、ゲー

ム形式行いました。 

 

 

    

７．「こらび庵」一周年感謝祭７．「こらび庵」一周年感謝祭７．「こらび庵」一周年感謝祭７．「こらび庵」一周年感謝祭    わいわいランチわいわいランチわいわいランチわいわいランチ    

 日 時：2010 年 8 月 17 日 ～ 8 月 28 日 

 場 所：大府市民活動センター 交流スペース 

 参加者：多数 

 内 容：初日：「肉まんを作ろう！」こらびーず、2 日目：「韓国

風のり巻きを作ろう！」キャロット、3 日目：「本場の水

餃子を作ろう！」２人の王さん、4 日目：「ピザとケー

キ」リボン、5 日目：「ざるそば食べ放題！」めん’S クラ

ブ、6 日目：「夏カレー・ヒレカツ・サラダ・デザート」は

っぴいわん大府、7 日目：「サンドウィッチワンプレート

ランチ」キャンディーズ、8 日目：「手作りパンかおにぎ

り・スープ・サラダ・デザート３種類」ナチュラル＆ぱっ

ちわーく、9 日目：「カレー・ナン・サラダ・デザート」ス

ナオール、10 日目：「流しソーメン」めん’Ｓクラブ、最

終日：「親子で焼き餃子を作ろう！」キャロット 

    

    

８．８．８．８．本場のプーアル茶を楽しみましょう！本場のプーアル茶を楽しみましょう！本場のプーアル茶を楽しみましょう！本場のプーアル茶を楽しみましょう！    

 日 時：2010 年 9 月 11 日 10:00～12:00 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：山本経天氏（至学館大学） 

 参加者：20 名 

 内 容：本場のプーアル茶は発酵茶で、血液サラサラ、おま

けに美容効果もあるそうです。プーアル茶は黒茶と書

き、2 種類あります。長く保存できる生茶は化石のよう

に固く、熱を加えて早く発酵させた熟茶は 5～10 年保

存できるそうです。参加者の皆さんは香りと味をしっ

かり味わって、お帰りの時にはすっきりしたいいお顔

でした。 
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９．福祉健康フェア（石ヶ瀬会館）でコラビアをＰＲ９．福祉健康フェア（石ヶ瀬会館）でコラビアをＰＲ９．福祉健康フェア（石ヶ瀬会館）でコラビアをＰＲ９．福祉健康フェア（石ヶ瀬会館）でコラビアをＰＲ    

 日 時：2010 年 9 月 26 日 10:00～15:00 

 場 所：石ヶ瀬会館 

 参加者：多数 

 内 容：第２８回大府市福祉・健康フェアの講堂でコラビアの

ブースを開き、【コラビア】をＰＲしました。ブー スで

は、簡単なアンケート「コラビアではどんなことができ

るでしょうか？」とお尋ねしました。約３分の１の方がよ

く知っている、約３分の１の方がほとんど知らないとい

う結果でした。 

    

    

    

１０．１０．１０．１０．本場ウーロン茶を楽しみましょう！本場ウーロン茶を楽しみましょう！本場ウーロン茶を楽しみましょう！本場ウーロン茶を楽しみましょう！    

 日 時：2010 年 10 月 9 日 10:00～12:00 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：山本経天氏（至学館大学） 

 参加者：21 名 

 内 容：あいにくの大雨でしたが、21 名の方の参加がありまし

た。至学館大学助教の山本経天先生から、いつもな

がらの楽しいお話しを聞き、３種のウーロン茶（①高

山烏龍茶（発酵度35％）②福建烏龍（50％）③白豪烏

龍茶（90％））を味わいました。 

    

    

    

    

１１．アルパを１１．アルパを１１．アルパを１１．アルパを楽しみましょう！楽しみましょう！楽しみましょう！楽しみましょう！    

 日 時：2010 年 10 月 17 日 14:00～15:00 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：かとうともこ氏、勝田美鈴氏 

 参加者：35 名 

内 容：かとうともこさん、勝田美鈴さんをお迎えして、グランド

ハープより 一回り小さなハープ、アルパの演奏を楽し

みました。なじみのない楽器ですが、奏でる音は少し

琴にも似ていて、時には情熱的に、時には優しく、陽

気なリズムも、しっとりしたメロディーも奏でてしまいま

す。とてもとても魅力的な楽器でした。 

 

    

    

    

１２．今年も１２．今年も１２．今年も１２．今年も    Make a CHANGE DayMake a CHANGE DayMake a CHANGE DayMake a CHANGE Day    に参加に参加に参加に参加    

 日 時：2010 年 10 月 23 日 

 場 所：大府市民活動センター ロビー 

 内 容：Make a CHANGE Day にあわせコラビアでは、『エコ

キャップ（ペットボトルのキャップ）を集めて、世界の子

どもたちにワクチンを贈 ろう』という運動を行っていま

す。皆さんが持ってきて下さったペットボトルのキャッ

プは 

 56.46 ㎏         22,584 個  

 CO2 削減量       177.85 ㎏ 

 ポリオワクチン      29 人分 

になりました。本当にありがとうございました。 
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１３．１３．１３．１３．本場本場本場本場の中国紅茶の中国紅茶の中国紅茶の中国紅茶を楽しみましょう！を楽しみましょう！を楽しみましょう！を楽しみましょう！    

 日 時：2010 年 11 月 6 日 10:00～12:00 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：山本経天氏（至学館大学） 

 参加者：20 名 

 内 容：世界の古典紅茶の 3 大紅茶は、①キーモン茶、②て

ん紅、③ラプサンスーチョンです。参加者の多くの方

に人気があったのは、ヨーロッパではあまり飲まれて

いないという②のてん紅でした。今回はこの 3 種類の

ほかに、山本経天先生が行ってこられた ばかりのモ

ンゴルのミルクティーも味わうことができました。 

    

    

    

１４．１４．１４．１４．中国の花茶を楽しみましょう！中国の花茶を楽しみましょう！中国の花茶を楽しみましょう！中国の花茶を楽しみましょう！    

 日 時：2010 年 12 月 4 日 14:00～15:30 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：山本経天氏（至学館大学） 

 参加者：20 名 

 内 容：今回頂いた花茶は八宝茶といって、中国の少数民族

のお茶だそうです。いろいろなフルーツを加えた八

宝茶でした。①龍眼②菊花③サンザシ④棗（なつめ）

⑤くこの実⑥氷砂糖⑦干し葡萄⑧ 茶の 8 種を中国

の蓋付きの碗（碗蓋）に入れ、熱湯をそそぎ、蓋をし

て 2,3 分置いてから飲みました。 

    

    

    

１５．みんなの防災教室「まちあるき」１５．みんなの防災教室「まちあるき」１５．みんなの防災教室「まちあるき」１５．みんなの防災教室「まちあるき」    

 日 時：2010 年 12 月 4 日 9:30～16:30 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 講 師：ＮＰＯ愛知ネット 南里幸氏 

 参加者：38 名 

 内 容：大府市社会福祉協議会主催の“過去の災害から、実

際に災害時に役立つ備えや心構えについて学ぶ

「みんなの防災教室」の第 2 回目「街を歩いて防災マ

ップを作ろう！」が開催されました。主に、午前中はま

ちあるきについての勉強と準備、午後には実際に街

を歩き、見つけた「危険なもの」や「役立つもの」をマ

ップに入力しました。危険なものだけではなく、役に

立つものという視点でまちをみると、以外な発見がた

くさんありました。 

    

    

１６．青春大学～男性専科～修了式１６．青春大学～男性専科～修了式１６．青春大学～男性専科～修了式１６．青春大学～男性専科～修了式    

 日 時：2011 年 1 月 24 日 10:00～ 

 場 所：大府市民活動センター 交流広場 

 内 容：協働促進課課長の挨拶に続いて一人一人名前を呼

ばれ、修了証書が手渡されました。その後、修了生

全員が感想を述べました。特に、「はじめてのウォー

キング」と「各駅停車の旅」の２つのコースは好評でし

た。また、「マジックを学ぼう」、「パソコン講座」、「壊れ

たおもちゃの診断」などは、次年度もぜひやってほし

いとの要望が寄せられました。最後に協働促進課係

長から、次年度も皆さんの意見を参考にして青春大

学を企画していきたいという話がありました。 
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１７．こらび庵シェフ交流会１７．こらび庵シェフ交流会１７．こらび庵シェフ交流会１７．こらび庵シェフ交流会    

 日 時：2010 年 12 月 10 日 19:00～ 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 内 容：日頃こらび庵で腕をふるってくださっているシェフさん

たちに集まっていただき、シェフ交流会を行いまし

た。協働促進課の本田課長、そして１０グループ１８

人のシェフさん達、スタッフ７名、総勢２６名で楽しい

ひと時を過ごすことができました。 

シェフさん同志も会話がはずみ、とても和やかな雰囲

気で交流会を行うことができ、本当に感謝していま

す。個性豊かなシェフさんが今後も個性豊かな美味し

いお料理でこらび庵を盛り上げてくださいます。 

 

    

１８．１８．１８．１８．ワンコインコンサートワンコインコンサートワンコインコンサートワンコインコンサート    

「クロマチックハーモニカ」の音色を楽しみ「クロマチックハーモニカ」の音色を楽しみ「クロマチックハーモニカ」の音色を楽しみ「クロマチックハーモニカ」の音色を楽しみましょうましょうましょうましょう    

 日 時：2011 年 2 月 20 日 14:00～ 

 場 所：大府市民活動センター 会議室 

 参加者：４９名 

演奏者：山内秀紀氏 

 内 容：クロマチックハーモニカの生演奏は、想像をはるかに

こえ、とても心に響いてきました。休憩時間には、クロ

マ チックーハーモニカを手にとり見ることができまし

た。横についているレバーを動かすと、４つの穴で１

オクターブの音域を出すことができる楽器です。参加

者 の方は興味津々に手にとってました。 

    

    

 

 

 

１９．コラビアまつり１９．コラビアまつり１９．コラビアまつり１９．コラビアまつり    

 日 時：2011 年 3 月 6 日 10:00～16:00 

 場 所：大府市民活動センター 

 参加者：400 名 

 内 容：「コラビアまつり 2011」は、～ありがとう！つなぎ・つな

がる・みんなの手～をテーマに、登録団体さんが主

役のまつりを開催しました。400 名を超える市民の皆

さんに参加していただきました。アンケート回収 149

枚、最終ステージの観客 83 名、人型カード 80 枚、あ

りがとうメッセージＡ2 用紙 5 枚、応援メッセージ 95 枚

が集まりました。さらに今年は、「コラビアまつり応援

団」に応募していただいた委員の皆さんや、30 名近く

の当日運営ボランティアさんのご協力がありました。 

今年のまつりは登録団体さんが主役です。登録団

体さんが、日頃の練習成果を特設ステージで発表さ

れたり、３０分ミニ講座の講師を務めたりしました。ステ

ージでは、来館されたみなさんと一緒に歌ったり、お

ぶちゃん体操をしたりして楽しみました。パネル展示

では、日頃の団体活動を紹介しました。展示を見た市

民の方には、応援したい活動や団体さんに「応援メッ

セージ」を書いていただき、カードを貼ってもらいまし

た。 

 

 

今年も、エコキャップアートにも挑戦しました。ペット

ボトルのキャップを集めて途上国の子どもたちにポリ
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オワクチンを送る運動をすすめています。集めたキャ

ップでアートに挑戦しました。最後のステージで、出

来上がった絵を発表しました。    

    
    

    

    

    

ⅣⅣⅣⅣ....まとめまとめまとめまとめ    

 大府市民活動センターが立ち上がり1年が経過した。昨年度の1年間は、スタッフが市民活動センターの日常業務

を理解し、習得することに主眼を置き運営してきた。また、市民の皆さんにコラビアを周知していただくためのイベント

を数多く実施してきた。 2 年目に入った今期は、目標を「市民から相談されるコラビアスタッフ」とし、相談件数や相

談内容を意識する運営を心掛けた。 

 

 

 昨年度と同様に、市民の皆さんにコラビアを周知・展開するために、車座集会、スキルアップ講座以外にも、市民の

皆さんのためになるイベントを開いた。特に、至学館大学との連携講座（スキルアップ講座、車座集会を計３回開講）

とか青春大学との連携を進めた。青春大学の個々の講座も、昨年以上に皆さんの関心が高く、盛況のうちに進んだ。 

 

コラビア交流会は、昨年度２月に開いたが、コラビアまつりと開催時期を分けるために、今年度は７月に開催した。

短い期間での開催となったが、多くの団体に参加していただき、団体相互の連携・協働の足がかりを作って頂くこと

が出来た。 

 

今年度のコラビアまつりでは、「コラビアまつり応援団」を登録団体様から募集した。5 名の方に応募していただき、

コラビアスタッフとともに準備と当日運営を行った。前日準備と当日運営には、一般からボランティアを募集した。30

名以上のボランティアさんにお手伝いしていただいた。登録団体様が主役となって、日頃の活動成果をステージ発

表したり、３０分ミニ講座で講師を務めていただいたりした。 

 

さらに、市民活動を応援する気持ちを形にしていただくため、昨年度実施した「応援メッセージカード」を発展させ、

「寄付」の考えを導入した。市民活動団体は日頃の活動の中で、活動資金の確保が大きな課題となっている。そこで、

活動紹介パネル展示で団体様の活動を広く PR していただき、感動・共感していただいた人に「応援メッセージカー

ド」を書いていただき、パネルに貼付していただいた。その枚数に応じて、団体様を表彰した。応援メッセージカード

を貼付する行為が、寄付にあたるということを、今後アピールしていく必要があると考えている。来年度のコラビアまつ

りでは、応援メッセージカードの枚数に応じて、活動支援金を補助できるようにしていきたいと考えている。 

 

 市民活動を大府市内で広く展開させるために、大府市協働促進課、生涯学習課、公民館、大府市社会福祉協議会

総合ボランティアセンターとコラビアとがミーティングを定期的に開催するようになった。市民の皆さんの市民活動の

幅広い展開を推進していく基礎固めに貢献できるのではないかと考えている。 

 

以上 
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● 豊橋市民豊橋市民豊橋市民豊橋市民センターセンターセンターセンター、、、、オレンジ・プラザオレンジ・プラザオレンジ・プラザオレンジ・プラザ    

 セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概セ ン タ ー 概 要要要要    

場 所 ： 豊橋市松葉町二丁目６３番地 

電 話 ： ０５３２－５６－５１４１ 

フ ァ ク ス ： ０５３２－５６－５１６１ 

Ｅ－ＭＡＩＬ : npo-info@tees.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.tees.ne.jp/~npo-info/ 

開 館 時 間 ： ９時～21 時 

休 館 日 ： 毎週月曜日、年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

主な 施 設 ：1Ｆ 事務室・談話室・障害者用トイレ・公衆電話 

         2Ｆ オレンジ・プラザ 

           ・印刷機、紙折り機、裁断機、ロッカー等 

           ・談話ルーム、会議室、情報コーナー 

         3Ｆ 相談室・ミーティングルーム２室 

         4Ｆ 小会議室（２４人）、中会議室（６３人） 

         5Ｆ 大会議室（９０人） 

         6Ｆ 多目的ホール（９９人） 

             プロジェクター、スクリーン、テレビ、ビデオ、 

ＤＶＤプレーヤー 

 

 

ⅠⅠⅠⅠ....センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務センターの役割と任務    
１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的１．委託業務名・目的    

（１）業 務 名 ：豊橋市民センター、オレンジ・プラザの管理運営委託 

（２）事業の目的 ：「「「「豊橋市民センター豊橋市民センター豊橋市民センター豊橋市民センター」」」」 

市政と市民の「かけはし」となるべく、市街地の活性化を目的に利用者数および利用率の

促進を図る。 

「「「「オレンジ・プラザオレンジ・プラザオレンジ・プラザオレンジ・プラザ」」」」 

様々な分野で活躍する市民ボランティア活動団体を支援するとともに、活動に対する市民

の意識啓発を図り、市民ボランティア活動を推進する 

（３）実 施 期 間 ：平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日（指定管理＝平成 24 年 3月 31 日迄） 

    

２．豊橋市民センター、オレンジ・プラザの２．豊橋市民センター、オレンジ・プラザの２．豊橋市民センター、オレンジ・プラザの２．豊橋市民センター、オレンジ・プラザの任務任務任務任務    

「「「「豊橋市民センター豊橋市民センター豊橋市民センター豊橋市民センター」」」」    

（１）会議室の予約、利用許可、清掃業務 

  ①予約管理システムの運用、利用許可証の発行・集金、使用後の清掃 

（２）施設の維持管理 

  ①施設や備品に関するの点検・保全・在庫管理 

  ②施設の施錠、非常時の対応 
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「「「「オレンジ・プラザオレンジ・プラザオレンジ・プラザオレンジ・プラザ」」」」    

（１）情報の収集・提供業務 

①「どすごいネット」（東三河ボランティア情報サイト）の管理運営、登録団体の入力作業、 

サイト利用操作方法の説明など 

②豊橋市民センター、オレンジ・プラザのＨＰ、ブログ作成及び維持管理 

③メールマガジン及び情報誌（アーリーレポート）等の発行 

（２）活動場所の提供業務 

①談話室の予約受付、貸出し等利用申し込みの対応 

②印刷機器等設備の利用に関する事務 

（３）意識啓発・普及業務 

①意識啓発活動の実施（業務全体を通じて） 

②啓発チラシパンフレット等の作成・更新 

（４）人材育成・交流業務 

①人材育成のための研修会を企画・運営（スキルアップ講座等） 

②市民ボランティア活動団体の交流機会を増加するネットワーク構築 

（ＮＰＯ・ボランティア活動に精通した講師をお呼びし、車座集会を開催） 

（５）相談・連絡調整業務 

①市民ボランティア活動に関する市民からの相談窓口としての機能（マッチング活動） 

②ＮＰＯ法人認証取得のための相談への対応 

 

 

Ⅱ．目標と実績Ⅱ．目標と実績Ⅱ．目標と実績Ⅱ．目標と実績    

    
表１  平成 22 年度の実績 

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 前年比 

区分 項  目 

H22 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ21 評価 

利用者数 18,516 16,208 20,225 16,007 21,733 23,328 20,927 21,047 ○106.7 市民 

ｾﾝﾀｰ 利用率 59.0% 54.2% 63.7% 52.7% 66.2% 62.8% 66.8% 63.9% ○105.6 

利用者数 768 863 1,495 885  749 1,247  684 756  △98.5 

相談件数 28 47  25 17  21 23  13 27  ×76.3 

マッチング件数 ６ 5 5 ２ 6 1 １ 5 ○138.5 

団体登録 14 35 12 10 3 5 7 3 ×68.6 

ｵﾚﾝｼ 

・ﾌﾟﾗｻﾞ 

個人登録者 1 7 0 2 2 2 0 1 ×25.0 

    

    

【第１【第１【第１【第１四半期四半期四半期四半期（（（（4444 月～月～月～月～6666 月）月）月）月）】】】】        
 平成 22 年度は、豊橋市民センターおよび市民活動プラザの運営が２年目を迎えることとなり

ます。第１四半期は昨年と比較して約 3,000 名の利用者増（20％増）となっています。稼働率

も約５％向上しており、年度当初から利用が好調である。昨年度から取り組んできた足で稼ぐ

ＰＲ営業、またネットを利用した営業などが効を奏してきたと言える。 

 一方、市民活動プラザ（オレンジプラザ）の利用者数は昨年度より少ないが、相談件数が増

えており、市民活動支援の場所であるという認識も高まってきていると思われる。 
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【第２四半期（【第２四半期（【第２四半期（【第２四半期（7777 月～月～月～月～9999 月）】月）】月）】月）】    
 市民センターの利用は昨年同期比で利用者数は約 6,300 人、利用率は１１％向上しており、

第１四半期から好調を継続している。リピーターも増え、市民センターの知名度も広がってい

るようだ。 

 市民活動プラザ（オレンジプラザ）の利用者数は、前期より大幅に増加している。 今年は

9 月にオレンジフェスタを行ったことや、夏場の時期にパソコン講座を実施することで、7 月以

降増加に転じている。相談件数、マッチング件数、団体登録数も昨年度より上回ることができ

た。 

 

【第３四半期（【第３四半期（【第３四半期（【第３四半期（10101010 月～月～月～月～12121212 月）】月）】月）】月）】    
 市民センターの利用は昨年同期比で利用者数は約 10,000 人の増加、利用率も 6.5％向上して

おり、第１四半期から好調を継続している。特に年末の連休などで低下するものの、平日の利

用増で対応した。新規の企業利用も増え、特に土日は予約が取りにくい状況が続いているほど

盛況である。 

 市民活動プラザ（オレンジプラザ）の利用者数は、第 2 四半期と比較して大幅に減っている

が、これはイベント実施時期のズレによるもので、年間を通じては＋0.6％と微増で推移してい

る。 この時期は豊橋地域周辺での祭りやイベントが多く、集客も厳しい状況であった。オレ

ンジプラザ主催の講座も 11 月のスキルアップ講座のみであったため、昨年程度の利用数であっ

た。団体登録、相談件数もほぼ昨年並みであるが、マッチング件数は強化期間を設定して取り

組んだこともあり、飛躍的に伸びた。 

 

【第４【第４【第４【第４四半期（四半期（四半期（四半期（1111 月～月～月～月～3333 月）】月）】月）】月）】    
例年 1月は年始休暇で落ち込むが、2～3月は利用率も高まる中、昨年度以上の利用率となり、

特に 2 月の実績は 70%を超える過去最高の利用率となった。また、多目的ホールや大会議室の

比較的大きな会議室の利用が増えたことで、利用人数も増えた。豊橋駅周辺の貸しビルとして

は利用料金が安く、営利目的団体も多く利用していただけるようになった。各会議室の清掃の

徹底とスタッフの接客にも配慮して、利用者とのコミュニケーションを取るようにしたことで、

次回も利用していただけることが多くなった。 

 また、オレンジプラザの利用者は、1 月～2 月と低調であったが、3 月に連続講座を実施した

り、東日本大震災が発生し、災害救援に対する関心も高まって、義援金を集めるための活動に

対して打合せを開いたり、実際に募金活動を行う団体が増えた。団体登録は 35 団体と年間通じ

て登録を行ってきた。しかし、相談件数が増えておらず、年度末の豊橋市市民協働補助金申請

に関する相談が、大幅に減少した。来年度はオレンジプラザ利用に関する改善を図りたい。 

 



 

- 57 - 

豊橋市民センター 利用率 
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H22：63.9％  (+5.6%) 

H21：58.3％ 

  

 

 

※各月ともに昨年度の実績を上

回っており、昨年度比５．６％利用

率アップとなっている。要因として

は、リピータ利用者の固定化、新規

企業利用者の増加などである。特

に 2 月度は過去最高の月間７０％

を超える方が利用された。 

豊橋市民センター 利用者数 
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H22：81,401人 (+6.7%) 

H21：76,310人 

    

    

    
※昨年と比較して約１万人の利用

者数増（6.7％）となっている。上半

期は各月増加したが、下半期は 5

～6 階の部屋利用が減り利用者数

に影響した。10 月～11 月、１月は

稼働率は上がっているため少人数

での利用となった。 

  

オレンジプラザ 利用者数 
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H22：3,693人 (△1.5%) 

H21：3,751人 

    

    

    
※年間実績としては昨年よりわず

かに下回った。5 月～6 月および１

月～2 月と利用者が少なくかった。

年度末補助金申請に係る相談など

を見込んでいたが増加することは

なかった。しかし３月は、連続スキ

ルアップ講座の開催や 3/11 に発

生した東日本大震災の影響で義援

金の活動を行う団体が打合せに利

用するなど増加した。 

利用延べ人数。 

１団体 10 名が会議室を全日使

用した場合は 30 名として計算 

6 部屋×3 コマ（午前・午後・夜

間）×稼動数に対して、利用さ

れた部屋の割合 

登録された市民活動団体が市民

活動目的で 2 階スペースを利用し

た数（原則無料） 
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どすごいネット 団体登録数        総登録団体数：384 団体 
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H22：35団体  

H21：51団体 

 

登録団体は少しずつではある

が増えている。またＮＰＯ法人を

取得した団体は９団体と多かっ

た。活動分野は福祉、まちづく

り・文化芸術で全体の 66％とな

っている。 

 

【新規登録分野】 

医療・福祉(8)、まちづくり(8)、文化・

芸術(7)、環境保全(3)、社会教育

(2)、地域安全(2)、人権・平和(2)男

女共同(1)、子どもの健全育成(1) 

    

    

Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．実施したイベント実施したイベント実施したイベント実施したイベント    
（１）オレンジプラザ交流会 

日 時： 2010 年 5 月 30 日(日)13：00～16：00 

場 所： 豊橋市民センター ６Ｆ多目的ホール 

参加者： ２４団体３０名 

概 要： 市民活動団体が情報収集・情報交換する「場」

と「機会」を作ることを目的とした会。今年で２

年目となる。 

     ＜主な内容＞ 

・ 豊橋市民協働推進補助金の報告会 

・ 交流会（自己紹介ゲーム・ワーク） 

・ 杜田龍神斎是空のライブ 

・ フリータイム 

 
市民協働推進補助金の報告会 

 

 
ＮＰＯ・市民活動団体の交流 

（２）車座集会 

日 時： 2010 年 7 月 24 日(土)13:00～15:00 

場 所： 豊橋市民センター ５Ｆ大会議室 

講 師： 福祉工房あいち代表 加藤源重さん 

参加者： ２０名 

概 要： 福祉に関心のある方を対象として、自助具製作の軌跡やど

んな点に工夫を凝らしてきたか等についての講演していた

だき、努力によって障がいを克服してきた人生について話を

聞いた。また後半は、実際に加藤さんが製作してきた作品

（自助具）を手に取って、動かしてみることで、その使いやす

さを体験した。 
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 日 時： 2010 年 8 月 1 日(日)17:00～19:00 

 場 所： 豊橋市民センター ４Ｆ中会議室 

 講 師： 日本ファンドレイジング協会常務理事 鵜尾雅隆さん 

 参加者： ７名 

 概 要： 9 月 4 日～5 日の愛フェスイベント開催を前に、ファンドレイジ

ングに関する理解を講座で開催した。資金を集めるため

には「共感」と「解決策」。それによって変化がおきれば資

金を提供してくれる人は増えるようだ。単にお金を集める

寄付ではなくて、お金を出したくなる工夫が大切だとのこ

と。現在うまくいっている事例を紹介しながら、わかりやす

く説明していただき、参加者もたいへん参考になったと喜

んでいた。 

 

    

    

    

日 時： 2010 年 11 月 26 日(金)18:30～20:00 

 場 所： 豊橋市民センター ２Ｆ会議室 

 講 師： コミュニティー･ユース･バンク momo 

代表 木村真樹さん 

 参加者： １３名 

 概 要： 若者が中心となって設立した MOMO の 

金融システム「ＮＰＯバンク」と、新たな広報活動で、資金

的なＮＰＯの立上げ支援だけでなく、運営にもアドバイスを

送り、ソフト面からも協力してもらえることで、成功に導く活

動を展開している。木村さんも有益な活動を実現させるに

は、資金的な援助が欠かせないと言われる。しかし、貸倒

れになってはリスクが大きいため、運営支援にも取り組ん

でいるところがユニーク。 

         参加者からも一番の弱点を補強できるとあって、関心は高

そうでした。 そのほか、 ㈱デンソーのエコポイント制度の

立上げにも参画しており、コミュニケーションが大切だと話

をされていました。 

 

    

    

    

    

（３）スキルアップ講座 

 名 称：バルーンアートの達人になろう！ 

日 時： 2010 年 7 月 3 日(土)13:00～15:00 

 場 所： 豊橋市民センター ４Ｆ中会議室 

 講 師： 伊原康平（スタッフ） 

 参加者： １４名 

 概 要： バルーンアートは簡単に覚えられて、地域の活動に生かせる

ツールである。講座では、レクリエーションとは何か？とい

う基本的な話から、どんな場面で活用できるかなど、場面     
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設定から盛り上げ方を踏まえて、バルーンの種類、つくり

方のコツを勉強した。最初はこわごわ風船をふくらまして

いる参加者も後半では、いろいろな種類のバルーンに挑

戦されていた。 

    

    

    
 名 称：パソコンに慣れよう！初級 

日 時： 2010 年 7 月 27 日(火)～9 月 7 日(火) 

ワード 4 回、エクセル 4 回 

 場 所： 豊橋市民センター ５Ｆ大会議室 

 講 師： 寺田康生（スタッフ） 

 参加者： ワード１２名 エクセル１３名 

 概 要： ワードおよびエクセルの基本的な使い方を学び、ちらしの作

成(ワード)、会員名簿(エクセル)など題材に市民活動に生か

せるスキルを勉強した。 

 

 

 

 

    

    

 名 称： 魅せる映像の作り方 

 日 時： 2011 年 1 月 23 日（日）13：00～16：00 

 場 所： 豊橋市民センター（５階大会議室） 

 参加者： 16 名(市民活動担当者 8 名、その他 8 名） 

 講 師： オレンジプラザ・スタッフ 楠原 

 担当者： 楠原、伊原 

 内 容： 第 1 部は映像の基礎と題し、映像とは何か、用語の説

明、映像制作機器について解説した。 

第 2 部では、無料の映像作成ソフトである「WINDOWS

ムービーメーカー」を使って、写真素材を使った

映像作りの実習を行った。 

第 3 部では、制作した映像の公開方法について解説し

た。 
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名 称： プロが教える基礎からのデジカメ活用法 

 日 時： １回目 3 月 5 日(日)13：00～17：00 

      ２回目 3 月 12 日(日)13：00～17：00 

 場 所： 豊橋市民センター（4 階中会議室） 

 参加者： １回目 27 名 

      ２回目 17 名(東日本大震災で減少) 

講 師： 新村 猛（にいむら たけし）氏 

（東海日日新聞社カメラマン、 

 日本写真家協会会員） 

 担当者： 楠原 

 内 容： デジカメの基礎の部分は、テキストを作成し、参照でき

るようにした。講師の話は、プロの経験談に基づく話

や、参加者が撮影した写真の講評を中心にしてもらっ

た。 

 

 

 

 

 

    

（４）特別イベント 
 日 時： 2010 年 9 月 26 日(日)10:00～16:00 

 場 所： カリオンビル全館 

 参加者： 600 名 

       出展団体３０団体（デンソー、豊橋技術科学大ボラＧ含む）高

校生ボランティア 30 名、愛知県職員研修生６名 

 概 要： 市民活動団体の相互のネットワークづくりと市民に対して市民

活動をＰＲする目的で行うイベント。 

 内 容： パネルディスカッション 

テーマ：豊橋のまちづくりに市民活動がどう関われるか？ 

・ 市民団体による各種演奏等 

・ ライブ（ＰＡＮＳＡＫＵ） 

・ 映画上映（Re:Play Girls） 

 

 

・ 市民団体の展示販売 ３０団体 

・ ものづくり、体験コーナー工作、エコバック、車いす体験等 

・ スタンプラリー  

・ 抽選会 

 

 

〔主な催し物〕 

  

・ ミュージカル（虹のとびら）  

・ アルパ演奏(グルーポ・アサレア) 

・ 合唱（豊橋ゴスペルクラブ）   

・ ライブ（ＰＡＮＳＡＫＵ） 

    

キャラクターと打合せ 

    

市民・企業・行政の討論会 
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貸し会議室の利用料金は、 昨年

度、利用率が向上した こともあっ

て４月以外は、 すべての月におい

て上回ることができた。 

 

※４月･･･指定管理移行時に前年

度収入分を加算したため 

    

出展した市民活動団体 

    

 

Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．平成平成平成平成 22222222 年度の年度の年度の年度の会議室利用料会議室利用料会議室利用料会議室利用料    

 

Ⅴ．まとめⅤ．まとめⅤ．まとめⅤ．まとめ    

 ＜豊橋市民センター＞ 

  ◇平成 22年度目標 

・ 施設利用率の向上（目標：年間 59％） 

・ 施設利用者の向上（目標：年間 80,000 人） 

平成 22 年度の数値目標は上記の通りである。利用率および利用者数ともに目標を達成するこ

とができた。年度の半ば以降は、各月利用率が 60％を超えている。年度当初の 4月、ゴールデ

ンウイークの 5月、夏休みの 8月の利用向上が目標となる。 

 

◆平成 23年度目標 

・ 施設利用率の向上（目標：年間 64％） 

・ 施設利用者の向上（目標：年間 82,000 人） 

 

＜オレンジプラザ＞ 

 ◇平成 22 年度目標 

・利用者の 10％アップ（目標：年間 4,000 人） 

 

オレンジプラザの利用者数については、目標の 4,000 人に到達できませんでした。昨年並

みの 3,693 名という結果であった。5 月、6 月と年度後半の 1 月、2 月が大きく減少したこと

で全体の利用者数が伸びなかった。来年度は、この時期にイベントを実施するか、市民活動

団体が集まって意見を出し合える場づくりを検討する必要がある。 

 

◆平成２３年度目標 

・利用者の 10％アップ（目標：年間 4,000 人以上） 

387420 402

447
480486

454

445

558

474

480

456

200

300

400

500

600

700

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成21年度

平成22年度

利用料金（単位：千円） 



- 63 - 

●愛フェス２０１０ 

    

概概概概 要要要要    
日 時 ： 平成 22 年 9 月 4 日（土）・5 日（日） 10 時 ～ 21 時 

場 所 ： 久屋大通公園・もちの木広場（名古屋市中区） 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://ifes.jp/ 

内 容 ： ＮＰＯブース、ファンドレイジング投票所 

内 容 ： ライブ・ステージ 

内 容 ： ブースエリア（フード、公的団体、スポンサー） 

内 容 ： NPO 広報コンテスト 

 

 ⅠⅠⅠⅠ．．．．愛愛愛愛フェスフェスフェスフェス２０１０２０１０２０１０２０１０のののの業務内容業務内容業務内容業務内容    

１１１１．．．．業務名業務名業務名業務名・・・・目的目的目的目的    

（１）（１）（１）（１）業 務業 務業 務業 務 名名名名    ：：：：    愛フェス 2010    

（２）（２）（２）（２）事業の目事業の目事業の目事業の目的的的的    ：：：：    「楽しむことが、誰かのためになる」をコンセプトに、大規模ファンドレイジング（資金調達）

イベントとして、来場者がイベントを楽しみながら寄付投票を行うという、社会貢献の新し

いカタチを発信する。 

 

２２２２．．．．業務内容業務内容業務内容業務内容    

（１）愛フェス 2010 の実施 

①会場全般の管理（エリアレイアウト／記録／撮影／申請／ステージ／ブース／会場設営／エリア

進行／ゴミエネルギー） 

②参加者管理全般（企画／参加者管理／保険管理／著作権管理／リハーサル） 

③ＮＰＯブース管理全般（２日間プログラム／参加ＮＰＯ管理） 

④広報に関するメディアプレスリリース、チラシ制作、WEB 管理、報告書作成 

⑤当日緊急時の救急対応 

⑥ボランティアマネジメント 

 
（2）愛ファザ WALK の実施 

①ウォークコース、期間の設定 

②参加者管理全般（企画／参加者管理／保険管理／入金管理／著作権管理／リハーサル） 

③寄付サイトとの連携および実施 

 
（3）愛フェスのＰＲ（地域キャラバン）およりファンドレイジングの啓発活動 

①地域イベントでのブース出展 

②ファンドレイジング（資金調達）の講座実施 
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③各市民活動センターにおける愛フェス 2010PR 展示 

④情報誌、メルマガを通じた愛フェス 2010 告知 

⑤愛フェス PR ツール、ファンドレイジング啓蒙ツールの制作 

 

（4）ファンドレイジング人材の育成および愛フェス 2010 内での実践 

①ファンドレイジングプロ育成講座の告知／参加者管理／運営 

②愛フェス 2010 内での広報コンテストの企画実施 

 

 

Ⅱ．目標と活動実績 
    

狙い：イベントのキーワードは「共感・感動」とし、来場者に向けて、がんばっている NPO の存在を知り、触れ 

狙い：ることで、NPO への興味・関心を喚起し、地域社会の課題を知る機会を創出する。 

狙い：また、出展する NPO 団体に向けて、ファンドレイジング（資金調達）を行うことで、自団体の運営の基と 

狙い：なる活動資金の獲得を目指す。 

 

目標： 来場者 30,000 人を動員する。 

 

重点施策 

１． ファンドレイジングの概念を理解してもらう。 

２． 共感・感動を呼ぶ、NPO のプレゼンテーションを行う。 

    
１． 数値実績 

愛フェス 2010 の、当日来場者数は、29,320 人と目標 30,000 人に対し、98%の到達状況で目標未達で

ある。愛フェスの肝である投票は、事前に招待状（＝投票チケット）の配布、当日寄付チケットの販売、

またフード購入時の寄付チケット付与の 3 種類で行い、投票総数（ファンドレイジング）は 3,174 票であ

った。 

また、NPO 出展団体は 30 団体、愛ファザ walk は 2 日間延べ 25 組 50 人が参加した。 

    
２． その他イベント実績 

9 月の愛フェス 2010、愛ファザ walk 以外に、愛フェス PR、ファンドレイジングの啓発活動およびファン

ドレイジング人材の育成研修を実施した。 

（1） 地域イベントでのブース出展 

（2） ファンドレイジング啓発（資金調達講座の実施） 

（3） 各市民活動センターにおける愛フェス 2010PR 展示 

（4） ファンドレイジングプロ育成講座 
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ⅢⅢⅢⅢ．．．．実施実施実施実施したイベントしたイベントしたイベントしたイベント    
    

１１１１．．．．愛愛愛愛フェスフェスフェスフェス 2010201020102010 以外以外以外以外のののの実施実施実施実施イベントイベントイベントイベント    
    

１．１．１．１．DECODECODECODECO スクールスクールスクールスクール    

日 時：2010 年 6 月 27 日（日） 

場 所：デンソー本社 

主 催：デンソーハートフルクラブ、株式会社デンソー 

 内 容：愛フェス 2010PR ブース出展  

    

２．２．２．２．THINK NAGAKUTE PROJECTTHINK NAGAKUTE PROJECTTHINK NAGAKUTE PROJECTTHINK NAGAKUTE PROJECT    「「「「リニモリニモリニモリニモ dededede 夏まつり夏まつり夏まつり夏まつり」」」」    

日 時：2010 年 7 月 17 日（土）、18 日（日） 

場 所：愛・地球博記念公園 

主 催：長久手町 

内 容：愛フェス 2010PR ブース出展 

    愛フェス当日の寄付につながるドリームキャンド

ルづくり 

 

 

     

３．３．３．３．みなとみなとみなとみなとフェスタフェスタフェスタフェスタ    

日 時：2010 年 7 月 19 日（月） 

場 所：豊橋駅東口 

主 催：豊橋みなとフェスティバル実行委員会 

内 容：愛フェス 2010PR ブース出展 

    愛フェス当日の寄付につながるドリームキャンド

ルづくり 

 

 

 

 

    
４．４．４．４．NPONPONPONPO 交流会交流会交流会交流会    

日 時：2010 年 7 月 24 日（土） 

場 所：大府市民活動センター 

主 催：NPO 愛知ネット 

 内 容：愛フェス 2010PR タイムの実施 

    

    

    

    

    

    
    

５．５．５．５．いきいきフェスタいきいきフェスタいきいきフェスタいきいきフェスタ    
日 時：2010 年 8 月 22 日（日） 

場 所：ライフポート豊橋 

主 催：いきいきフェスタ 2010 実行委員会 

内 容：愛フェス 2010 の PR ブース出展 

    愛フェス当日の寄付につながるドリームキャンド

ルづくり 
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６６６６．．．．資金調達講座資金調達講座資金調達講座資金調達講座    
日 時：2010 年 8 月 1日（日）～8日（日） 

場 所：なごやボランティア・NPO センター、 

知多市市民活動センター、 

刈谷市民ボランティア活動支援センター、 

安城市民活動センター、豊橋市民センター 

主 催：愛フェス実行委員会 

 内 容：「ファンが増える、志金が集まる」私に見合った志

金集め講座プログラム 

    

７７７７．．．．ファンドレイジングプロ育成講座ファンドレイジングプロ育成講座ファンドレイジングプロ育成講座ファンドレイジングプロ育成講座    

日 時：2010 年 7 月 17 日（土）、24 日（土）、8月 7日（土） 

    8 月 21 日（土）、9月 11 日（土）、10 月 16 日（土） 

場 所：ウインクあいち 

主 催：愛フェス実行委員会 

内 容：共感を団体のチカラに変える、プロフェッショナル

を育てるファンドレイジング担当者育成の研修 

 

    
 

 

 

2222．．．．愛愛愛愛フェスフェスフェスフェス２０２０２０２０10101010、、、、愛愛愛愛ファザファザファザファザ walkwalkwalkwalk    
日 時 ： 平成 22 年 9 月 4 日（土）・5 日（日） 10 時 ～ 21 時 

場 所 ：久屋大通公園・もちの木広場（名古屋市中区） 

主 催 ： 愛フェス 2010 開催委員会 

共 催 ： 特定非営利活動法人 NPO 愛知ネット 

 

１．１．１．１．NPONPONPONPO ブースブースブースブース・ファンドレイジング・ファンドレイジング・ファンドレイジング・ファンドレイジング    

 内 容：NPO 出展団体によるファンドレイジングのための、プ

ロモーション活動を行いました。 

 

    

２．２．２．２．ライブ・ステージライブ・ステージライブ・ステージライブ・ステージ    
内 容：愛フェス開催２日間、朝から夜まで数多くのパフォ

ーマンスが繰り広げられました。 

和太鼓のオープニングに始まり、ダンス発表会、NPO

○×クイズ、愛ファザ walk のゴール、最後は、愛フ

ェス支援アーティストによるライブで幕を閉じまし

た。 
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３．３．３．３．ブースブースブースブースエリア（エリア（エリア（エリア（フードフードフードフード、公的団体、スポンサー、公的団体、スポンサー、公的団体、スポンサー、公的団体、スポンサー））））    
内 容：今年は、飲食ブース、愛知県・名古屋市の共同出展

ブース、スポンサーブースなど計 26 のブースが立

ち並びました。 

 

 

    
４．４．４．４．NPONPONPONPO 広報コンテスト広報コンテスト広報コンテスト広報コンテスト    
 内 容：ファンドレイジングプロ育成講座を受講した 12 団

体が、来場者の心の響くＤＭを制作し、来場者に投

票いただきました。 

    

    

    

    

    

    

    
５５５５．．．．愛ファザ愛ファザ愛ファザ愛ファザ walkwalkwalkwalk    
 内 容：親子の絆をテーマに愛知県青年の家（岡崎市）から

会場（名古屋市中区）までの 50km を 2 日間かけて

歩きました。 

    

    

    
 

 

Ⅳ．今後の課題（まとめ） 

初年度の2009年は、入場チケットでファンドレイジングを行いました。入場協力金を徴収するために、

NPO の各団体が内部の力を結集する形で行ったのが特徴です。 

2 年目の 2010 年。ステージ企画に参加するダンス団体や、愛ファザ WALK に参加する一般の参加者、飲食

ブースの出展団体など、イベントに参加する個人・団体からコーズマーケティングの形で参加料、出展

料の一部をファンドレイジングすることができました。また、事前の段階で、愛ファザ WALK のチャレン

ジする親子を通じて、寄付をネット上で募ることができることを実証し、ネット寄付が寄付者の裾野を

広げられることを実感しました。 

 

次年度以降の愛フェスの形として、行政、企業などが加わり、社会貢献を打ち出した愛フェスを念頭に

置き、直接的な寄付に依拠しない新しい寄付の形（それが、ファンドレイジングにつながる仕組みづく

り）を創りたいと考えています。 

 



 

 

NPO 愛知ネット 活動記録 ２０１０ 
すべての活動は、災害時の情報のために 
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１９９９年 
 

4 月  NPO 愛知ネット設立 
 

２０００年 
 

1 月  特定非営利活動法人として、愛知県より認証を受ける 

4 月  北海道有珠山にて災害救援活動、インターネットでの情報発信実施 

9 月  東海豪雨災害で災害救援活動、インターネットでの情報発信を実施 
 

２００１年 
 

4 月  安城市・知立市・刈谷市IT 講習会（一般・障がい・外国人対応 開始） 

6 月  安城市・愛知県総合防災訓練（矢作川河川敷）参加 

9 月  愛知県・新城市総合防災訓練 参加 
 

２００２年 
 

2 月  静岡県災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 参加 

4 月  市民防災フォーラム 2002（碧海５市地域対象）開催。 

日本財団助成事業 外国人のための情報支援サイトプロジェクト開始 

5 月  第１回「親子ふれあいネットワーク」キャンプ（愛知県作手村）開催 

6 月  愛知県・一宮市総合防災訓練参加 

7 月  大垣荒崎地区水害災害救援活動、インターネットでの情報発信実施 

8 月  第２回「親子ふれあいネットワーク」キャンプ（愛知県作手村）開催 

9 月  蒲郡市・愛知県・名古屋市総合防災訓練 参加 

11 月 安城市東栄町今本町防災訓練『北部小学校避難所体験』開催 
  

２００３年 
 

1 月  ｢みかわ NPO スクエア｣プレオープン 

3 月  あんじょう国際交流祭 ｢Anjo International Festival｣ 開催 

4月  市民防災フォーラム2003 開催・日本財団助成事業 外国籍住民防災講座開始 

7 月  九州豪雨・宮城県北部地震に伴う情報発信を行う 

8 月  愛知県多文化共生プロジェクト「医療通訳スタッフ要請講座」開始 

「地域ふれあいネットワーク」防災 キャンプ（愛知県作手村） 開催 

愛知県・刈谷市総合防災訓練・名古屋市総合防災訓練 参加 

9 月  十勝沖地震に伴う情報発信を行う 

10 月 刈谷市民ボランティア活動支援センター（刈谷市より受託）オープン 

11 月 幡豆町総合防災訓練 参加 
 

２００４年 
 

1 月  ｢安否確認システム｣を発表 

4 月  ｢いっつもトーク｣を発表 

6 月  経済産業省 市民活動活性化モデル事業（市民ベンチャー事業）「災害に強い

多文化共生コミュニティ《安心・安全・安城》プロジェクト」開始 

7 月  新潟豪雨災害（新潟県三条市・中之島町・見附市）救援活動 

8 月  「安城地域サポートセンター」（安城市末広町）オープン 

愛知県・豊橋市総合防災訓練（豊橋市三河港）参加 

9 月  香川県高松市高潮災害救援活動 

11 月 あいち中越支援ネットーワークを組織、中越地震関連支援を開始 
 

２００５年 
 

1 月  安城市「安城市民活動センター」受託 オープン 

3 月  経済産業省市民活動活性化モデル事業支援を受け、電話通訳センター構築 

4 月  「愛・地球博」警備部署外国人通訳ｾﾝﾀｰ運営業務開始 

6 月  岡崎市「岡崎市市民協働モデル事業」 

8 月  安城市・愛知県総合防災訓練（安城市内5 箇所）参加・ 

 愛知県「あいち防災カレッジ地域講座」 

9 月  内閣府「防災功労者防災担当大臣表彰」受賞 

11 月 内閣府「地域情報システムによる安全、安心プロジェクト」開始安城市 

  防災科研「災害情報コーディネーター養成に関する調査事業」 

12 月 行政通訳養成講座 開講 
 

２００６年 
 

1 月  愛知県青年の家（岡崎市美合町）愛知県より受託 

4 月  刈谷市いっつもトーク（行政通訳）サービス開始 

7 月  経済産業省「若者と中小企業のネットワーク構築事業」開始 

8 月  愛知県「あいち防災カレッジ地域講座」 

9 月  愛知県 防災訓練参加 

10 月 愛知県「防災まちづくりポータルサイト作成」業務 

12 月 安城市自主防災支援事業 
 

２００７年 
 

3 月  愛知県自主防災組織リーダー研修 

4 月  安城市安全安心メール配信 

6 月  経済産業省「平成19 年度若者と中小企業とのネットワーク構築事業」継続受託 

  株式会社デンソー「できるエコ DECO スクールの企画・運営」 

7 月  愛知県河川情報伝達実証実験 

9 月  株式会社デンソー「リユースパソコン寄贈プログラム団体交流会」 

11 月 安城市町内会パソコン講習会 
 

２００８年 
 

2 月  愛知県知事認定「平成19 年度コミュニティビジネス優良モデル事業者」 

3 月  愛知県自主防災組織リーダー研修 開催 

6 月  経済産業省「平成20 年度若者と中小企業のネットワーク構築事業」 

  岩手・宮城内陸地震救援活動 

8 月  岡崎市８月末豪雨災害救援活動 

9 月  独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JAXA)「平成２０年度災害NPO との

WINDS 実験業務」 

  独立行政法人防災科学技術研究所「島田市・安城市における災害リスクコミュ

ニケ－ションに関する実証実験支援業務」 

11 月 厚労省「地域連携型障害者災害救援ガイドラインの策定に関する調査研究事業 

  愛・地球博ボランティアセンター「災害ボランティア体験における一部プログラ

ム運営業務」 
 

２００９年 
 

2 月 安城市職員NPO 研修 

3 月 三重県みえ防災コーディネーターフォローアップ研修 

4 月 大府市民活動センター・豊橋市民センター市民活動プラザ受託 オープン 

5 月 独立行政法人宇宙航空研究開発機構災害NPO との WINDS 実験業務委託 

8 月 独立行政法人防災科学技術研究所 愛知県における自主防災活動高度化モデ

ル事業支援業務 

8 月  トヨタ自動車「災害ボランティア体験イベント研修」協力 

9 月 「愛フェス 2009」開催 

10 月 知立市災害ボランティア養成講座 
 

２０１０年 
 

３月 独立行政法人 宇宙航空開発機構「災害NPO との WINDS 実験業務」 

大府市緊急雇用事業 

５月 「豊田市災害ボランティアコーディネーター要請講座」 

７月 防災・緊急情報システム開発事業 

7 月 トヨタ自動車「災害時におけるボランティア体験」協力 

９月 「愛フェス２０１０」開催 

１０月 愛知県における実証実験支援業務 
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